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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2023年度） 

問１ 次の文の  ⑥   に当てはまる語句を書きなさい。 

(6) ＢＴＢ溶液は，酸性の水溶液では黄色，アルカリ性の水溶液では青色に変化する。このように変化した色

で，溶液の酸性，中性，アルカリ性を調べる薬品を  ⑥  という。 

問３ ４％の食塩水 100ｇをビーカーに入れておくと，一部蒸発し，その食塩水は 80ｇとなった。このとき 80

ｇの食塩水の濃度は何％か，書きなさい。 

 

問１ (6)  

問３   ％ 

 

問１ (6) 指示薬 

問３ ５ ％ 

 

問３ ４％の食塩水 100ｇに含まれる食塩の質量は，
 ４ｇ 

 100ｇ 
×100＝４ｇである。この食塩水の水が一部蒸発し，食塩

水の質量が 80ｇになったのだから，このときの濃度は，
 ４ｇ 

 80ｇ 
×100＝５％である。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2023 年度） 

問１ ペットボトルは，ポリエチレンテレフタラートでできてい

る。右の図のように，
から

空のペットボトルの質量をはかったとこ

ろ，28.0ｇであった。このペットボトルは，何cm3のポリエチ

レンテレフタラートでできているか，求めなさい。ただし，ポ

リエチレンテレフタラートの密度は1.4ｇ/cm3であるものとす

る。 

 

 

問１   cm3 

 

問１ 20cm3 

 

問１ 密度 

密度【ｇ/cm３】＝
 質量【ｇ】

  体積【cm３】
 

ポリエチレンテレフタラートの密度が 1.4ｇ/cm３，ペットボトルの質量が 28.0ｇなので，その体積は，
28.0ｇ

 1.4ｇ/cm３ 
＝20cm３と求められる。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2023 年度） 

問７ 右の図のような装置で，エタノールを取り出すために試験管Ａに

赤ワインを入れて蒸留しました。次のア～エのうち，実験操作につい

て正しく説明したものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

 

ア 試験管Ａに沸とう石を入れるのは，赤ワインの沸とうを防ぐためである。 

イ 試験管Ａを加熱するのは，最初に水だけを蒸発させて試験管Ｂに取り出すためである。 

ウ 試験管Ｂを水で冷やすのは，エタノールを固体として取り出すためである。 

エ ガラス管の先を試験管Ｂの液に入れないのは，加熱をやめたときに液が逆流するのを防ぐためである。 

 

問７  

 

問７ エ 

 

問７ 加熱をやめたときにガラス管の先が液の中に入っていると，試験管Ａが冷えて試験管内の気圧が下がったと

きに液が試験管Ａへ逆流してしまう危険性がある。 
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【過去問 4】 

時計の歴史について調べ，次のような資料にまとめました。これについて，あとの問いに答えなさい。 

（岩手県 2023 年度） 

資料 
 

 

問７ ⑦について，天然の水晶は，地下で長い時間をかけてできた結晶

です。結晶ができるようすを調べるため，ミョウバンを用いて次の

ような実験を行いました。 

ミョウバンを 60℃の水 40.0ｇにとかして飽和水溶液をつくっ

た。この飽和水溶液を 20℃までゆっくりと冷やしたところ，大き

なミョウバンの結晶ができた。 

このとき，ミョウバンの結晶は何ｇできますか。小数第１位まで

求め，数字で書きなさい。ただし，ミョウバンの溶解度曲線は図Ⅳ

のとおりとします。 

図Ⅳ 

 

 

問７   ｇ 

 

問７ 18.4ｇ 

 

問７ 図Ⅳより，60℃の水 100ｇに溶けるミョウバンの量は 57.4ｇ，20℃の水 100ｇにとけるミョウバンの量は 11.4

ｇである。よって，60℃の水 40ｇにとけるミョウバンの量は 57.4×
40

 100 
＝22.96ｇ，20℃の水 40ｇにとけるミ

ョウバンの量は 11.4×
40

 100 
＝4.56ｇと求められる。したがって，この実験でできる結晶の質量は，22.96－4.56

＝18.40ｇより，18.4ｇである。 
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【過去問 5】 

科学部に所属する美咲さんは，自宅にあったカルシウムのサプリメント（栄養補助食品）に貝がらが使用され

ていることに興味をもち，サプリメントにふくまれる物質の量の調べ方について，同じ部に所属する豊さんと話し

ています。次の      は，美咲さんと豊さんの会話です。これを読んで，あとの問いに答えなさい。 

（宮城県 2023 年度） 

問３ 美咲さんたちは，考えた調べ方をもとに，実験Ⅰ，Ⅱを行いました。あとの(1)～(3)の問いに答えなさい。 

〔実験Ⅰ〕 

 ビーカーＡ，Ｂ，Ｃに 10％の塩酸を，25.00ｇずつはかりとり，それぞれにガラス棒を入れて，ビー

カーＡ～Ｃそれぞれの全体の質量をはかった。 

 炭酸カルシウムを，ビーカーＡには 1.00ｇ，ビーカ

ーＢには 2.00ｇ，ビーカーＣには 3.00ｇ加えてガラス

棒でよくかき混ぜると，すべてのビーカーで気体が発

生した。 

 十分に時間がたってから，ビーカーＡ～Ｃそれぞれ

の全体の質量をはかった。 

  ではかった質量に，炭酸カルシウムの質量を足し

てから，  ではかった質量を引いて，ビーカーの外に

出ていった気体の質量を求めた。 

 炭酸カルシウムの質量とビーカーの外に出ていった

気体の質量との関係をグラフにまとめたところ，図１

のようになった。 

図１ 

 

〔実験Ⅱ〕 

 サプリメントの粉末を，薬包紙に 1.00ｇずつとり分けたものを３つ準備した。 

 ガラス棒を入れたビーカーの質量をはかってから，10％の塩酸 25.00ｇを入れて，ビーカー全体の質

量をはかった。 

 図２のように，  でとり分けたサプリメントの粉末を，1.00ｇずつ

ビーカーに加えていき，サプリメントの粉末を 1.00ｇ加えるたびに，

ガラス棒でよくかき混ぜ，気体が発生して十分に時間がたってから，ビ

ーカー全体の質量をはかった。 

  ではかったビーカー全体の質量から，  ではかった，ガラス棒を

入れたビーカーの質量を引いて，「ビーカー内の物質の質量」を求めた。

「ビーカーに加えたサプリメントの粉末の総質量」と，「ビーカー内の

物質の質量」を表にまとめた。 

図２ 
 

表  

(1) 塩酸は塩化水素の水溶液です。36％の塩酸 50ｇを水でうすめて，10％の塩酸をつくるとき，必要な水は

何ｇか，求めなさい。 



2.物質のすがた（気体・水溶液・状態変化ほか）2023 年度 

6 

 

問３ (1)   ｇ 

 

問３ (1) 130ｇ 

 

問３ (1) 質量パーセント濃度 

溶質の質量が溶液全体の質量の何％にあたるかを表したものを質量パーセント濃度という。質量パー

セント濃度は以下の式で求められる。 

質量パーセント濃度〔％〕＝
 溶質の質量〔ｇ〕

 溶液の質量〔ｇ〕
×100 

＝
溶質の質量〔ｇ〕

 溶媒の質量〔ｇ〕＋溶質の質量〔ｇ〕
×100 

塩酸は，塩化水素を水にとかした水溶液である。36％の塩酸 50ｇにとけている塩化水素の質量は 

50×
36

 100 
＝18ｇである。必要な水の質量を xとすると，水でうすめてできた10％の塩酸の質量は 

50＋xと表すことができるから，
18

 50＋x 
×100＝10より，x＝130ｇとなる。 
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【過去問 6】 

愛さんは，バイオマス発電や風力発電について興味をもち，資料で調べたり説明を聞いたりした。次の問いに

答えなさい。 

（秋田県 2023 年度） 

問１ 愛さんは，バイオマス発電について資料で調べ，次のようにまとめた。 

【調べたこと】農林業からでる作物の残りかすや家畜のふん尿，
かん

間
ばつ

伐
ざい

材などを利用して，そのまま燃焼さ

せたり，微生物を使って発生させたアルコールなどを燃焼させたりして発電している。また，間伐材

などを燃焼させた際に排出されるａ二酸化炭素は，原料の植物が生育する過程で光合成によって大気

からとりこまれたものである。よって，全体としてみれば，大気中の二酸化炭素の量は 

  Ｐ  という長所がある。 

① 次のうち，下線部ａを発生させる方法はどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア 二酸化マンガンにオキシドールを加える 

イ 石灰石にうすい塩酸を加える 

ウ 亜鉛にうすい塩酸を加える 

エ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを混ぜ合わせて熱する 

② 愛さんの調べたことが正しくなるように，Ｐにあてはまる内容を書きなさい。 

 

問１ 

①  

②  

 

問１ 

① イ 

② 例  増加しない 

 

問１ ① ア…二酸化マンガンにオキシドールを加えると酸素が発生する。イ…石灰石にうすい塩酸を加えると二酸

化炭素が発生する。ウ…亜鉛にうすい塩酸を加えると水素が発生する。エ…塩化アンモニウムと水酸化カルシ

ウムを混ぜ合わせて熱するとアンモニアが発生する。 

② 植物が生育する過程で光合成によってとりこまれた二酸化炭素と，その植物を燃焼させたときに発生す

る二酸化炭素の量が等しければ，大気中の二酸化炭素の量は増加しないことになる。 
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【過去問 7】 

次の文は，ある海岸のごみの調査に来ていたＡさんとＢさんの会話の一部である。問１～問５に答えなさい。 

（福島県 2023年度） 

 Ａさん  海水を採取してみると，プラスチックのかけらなどの目に見えるごみがふくまれていることが

わかるね。 

 Ｂさん  それは，ａ実験操作によって海水からとり出すことができるよ。 

 Ａさん  砂浜にもごみが落ちているよ。これもプラスチックだね。 

 Ｂさん  プラスチックごみは大きな問題だよね。ｂ微生物のはたらきで分解できるプラスチックも開発

されているけれど，プラスチックごみを減らすなどの対策も重要だね。 

 Ａさん  砂をよく見てみると，砂の中にプラスチックのかけらのようなものが見られるよ。この砂の中

から小さいプラスチックのかけらをとり出すのは難しそうだなあ。砂の中にふくまれているプラス

チックのかけらをとり出す方法はないのかな。 

 Ｂさん  それならば，ｃ密度のちがいを利用する方法がいいと思うよ。砂とプラスチックの密度は異な

っているだろうから，適当な密度の水溶液中にその２つを入れれば，プラスチックをとり出すこと

ができると思うよ。 

問１ 海水や空気のように，いくつかの物質が混じり合ったものを何というか。漢字３字で書きなさい。 

問２ 下線部ａについて，粒子の大きさのちがいを利用して，プラスチックのかけらをふくむ海水からプラスチ

ックのかけらをとり出す実験操作として最も適当なものを，次のア～エの中から１つ選びなさい。 

ア ろ過 イ 再結晶 ウ 蒸留 エ 水上置換法 

問３ 次のⅠ，Ⅱの文はプラスチックの特徴について述べたものであ

る。これらの文の正誤の組み合わせとして正しいものを，右のア～

エの中から１つ選びなさい。 

Ⅰ すべてのプラスチックは電気を通しにくい。 

Ⅱ すべてのプラスチックは有機物である。 

   

 Ⅰ Ⅱ 

ア 正 正 

イ 正 誤 

ウ 誤 正 

エ 誤 誤 
   

問４ 下線部ｂのようなプラスチックを何プラスチックというか。漢字４字で書きなさい。 
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問５ 下線部ｃについて，次の文は，密度が 2.6ｇ/cm3の粒からなる砂に，密度が 1.4ｇ/cm3のポリエチレンテ

レフタラートのかけら（ＰＥＴ片）を混ぜ，その混ぜたものからＰＥＴ片をとり出す方法について述べたもので

ある。下の①，②の問いに答えなさい。 

温度が一定のもと，ある物質をとかした水溶液に砂とＰ

ＥＴ片を混ぜたものを入れ，密度のちがいを利用してＰＥ

Ｔ片をとり出す実験を行う。グラフは，ある物質をとかし

た水溶液の濃度と密度の関係を表している。ただし，水の

密度は 1.0ｇ/cm3とする。 

水溶液の密度が 1.4ｇ/cm3より大きく，2.6ｇ/cm3 より

小さければ，ＰＥＴ片のみが    Ｘ    ため，砂とＰ

ＥＴ片を分けてとり出すことができる。 

グラフより，ＰＥＴ片をとり出すための水溶液の濃度は，

40％よりもこくなっている必要があることがわかる。水

300ｇに，溶質を  Ｙ  ｇとかせば，水溶液の濃度は 40％

となるため，溶質を  Ｙ  ｇよりも多くとかすことで，

濃度が 40％よりもこい水溶液をつくることができる。 

グラフ 

 

① Ｘにあてはまることばを書きなさい。 

② Ｙにあてはまる数値を求めなさい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４   プラスチック 

問５ 

①   

②   ｇ 

 

問１ 混合物 

問２ ア 

問３ ウ 

問４ 生分解性 プラスチック 

問５ ① 水溶液にうかぶ 
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② 200 ｇ 

 

問１ いくつかの物質が混じり合ったものを混合物と呼ぶのに対し，１種類の物質でできているものを純粋な物質

（純物質）という。 

問２ アのろ過が粒子の大きさのちがいを利用して物質をとり出す方法である。イの再結晶は物質を水などの溶媒

にとかし，その温度を下げたり，溶媒を蒸発させたりして物質を結晶としてとり出す方法である。ウの蒸留は，

液体を加熱して沸騰させ，蒸気となった気体を冷やして液体として集める方法である。エの水上置換法は，水

に溶けにくい性質の気体を，試験管などに入れた水と置き換えて集める方法である。 

問３ プラスチックは炭素を含む有機物である。プラスチックの多くは電気を通しにくいが，電気を通しやすいも

のもある。 

問５ ① 水溶液の密度が 1.4ｇ/cm3より大きく，2.6ｇ/cm3より小さければ，密度が 1.4ｇ/cm3のＰＥＴ片は水溶液に

浮かび，密度が 2.6ｇ/cm3の砂は沈む。 

② 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100＝

 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

グラフより，水溶液の濃度が 40％よりもこくなれば，水溶液の密度は 1.4ｇ/cm3より大きくなることがわ

かる。水 300ｇにとかして 40％の水溶液をつくるために必要なこの物質の質量を xｇとすると， 
x

 300＋x 
×100＝40より，x＝200ｇと求められる。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2023 年度） 

問１ 図のようにビーカーに水を入れ，ガスバーナーで加熱した。しばらくす

ると，あたためられた水が上に移動した。このように，物質の移動によっ

て熱が全体に伝わる現象を何というか，最も適切なものを，次のア～エ

の中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 沸騰 

イ 対流 

ウ 放射 

エ 伝導 

図 

 

問２ １mm くらいの太さの銅線に対して次の操作１，操作２を行った。その結果の組み合わせとして最も適切

なものを，下のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

操作１：電流が流れるかどうか調べる 

操作２：ハンマーでたたく 

 操作１ 操作２ 

ア 流れた くずれて割れた 

イ 流れた 広がった 

ウ 流れなかった くずれて割れた 

エ 流れなかった 広がった 

 

問１  

問２  

 

問１ イ 

問２ イ 

 

問１ 水などがあたためられて移動しながら熱が伝わることを対流という。なお，太陽やたき火の熱が伝わるよ

うに，物体の熱が赤外線などの光として放出されて伝わることを放射（熱放射）という。また，金属などを

加熱したとき，高温の部分から低温の部分へ熱が移動して伝わることを伝導（熱伝導）という。 

問２ 銅は金属なので，電流が流れやすい，たたくと広がるという性質をもつ。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2023年度） 

問２ 次のうち，空気中に最も多く含まれる気体はどれか。 

ア 水素 イ 窒素 ウ 酸素 エ 二酸化炭素 

 

問２  

 

問２ イ 

 

問２ 空気中に最も多く含まれる気体は窒素で，空気のうち約 78％をしめている。次に多い酸素は約 21％で，そ

のほかの気体はごくわずかである。 
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【過去問 10】 

図１は，硝酸カリウム，塩化ナトリウム，塩化カリウム，ホウ

酸の溶解度曲線である。このことについて，次の問１，問２，問３，

問４に答えなさい。 

（栃木県 2023年度） 

問１ 70℃の水 100ｇに，塩化ナトリウムを 25ｇとかした水溶液

の質量パーセント濃度は何％か。 

問２ 44℃の水 20ｇに，ホウ酸を７ｇ加えてよくかき混ぜたと

き，とけずに残るホウ酸は何ｇか。ただし，44℃におけるホウ

酸の溶解度は 10ｇとする。 

図１ 

 

問３ 次の     内の文章は，60℃の硝酸カリウムの飽和水溶液と塩化カリウムの飽和水溶液をそれぞれ 30℃

に冷却したときのようすを説明したものである。①，②に当てはまる語句の組み合わせとして，正しいもの

はどれか。 

それぞれの水溶液を 30℃に冷却したとき，とけきれ

ずに出てきた結晶は（ ① ）の方が多かった。この理

由は，（ ① ）の方が温度による溶解度の変化が

（ ② ）からである。 

 ① ② 

ア 硝酸カリウム 大きい 

イ 硝酸カリウム 小さい 

ウ 塩化カリウム 大きい 

エ 塩化カリウム 小さい 
   

問４ 60℃の水 100ｇを入れたビーカーを２個用意し，硝酸カリウムを 60ｇとかしたものを水溶液Ａ，硝酸カリ

ウムを 100ｇとかしたものを水溶液Ｂとした。次に，水溶液Ａ，Ｂを 20℃まで冷却し，とけき 

 れずに出てきた結晶をろ過によって取り除いた溶液をそれぞれ水溶

液Ａ́，水溶液Ｂ́とした。図２は水溶液Ａ，Ｂ，図３は水溶液Ａ́におけ

る溶質の量のちがいを表した模式図であり， は溶質の粒子のモデル

である。水溶液Ｂ́の模式図として最も適切なものは，次のア，イ，ウ，

エのうちどれか。また，そのように判断できる理由を，「溶解度」と

いう語を用いて簡潔に書きなさい。なお，模式図が表す水溶液はすべ

て同じ体積であり，ろ過ではとけきれずに出てきた結晶のみ取り除か

れ，ろ過による体積や温度の変化はないものとする。 

図２ 

 

図３ 

 
ア  イ  ウ  エ  
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問１   ％ 

問２   ｇ 

問３  

問４ 

記号   

理由  

 

問１ 20 ％ 

問２ ５ ｇ 

問３ ア 

問４ 

記号 イ 

理由 
例 

同じ温度での溶解度は等しいから。 

 

問１ 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100 

＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

溶質である塩化ナトリウムは 25ｇ，溶媒である水は 100ｇなので，質量パーセント濃度は， 
25ｇ

 25ｇ＋100ｇ
×100＝20％と求められる。 

問２ 44℃の水 100ｇにホウ酸は 10ｇとけるから，44℃の水 20ｇにとけるホウ酸は，10ｇ×
20ｇ

100ｇ
＝２ｇと 

 なる。よって，７ｇを加えた場合にとけずに残るのは，７―２＝５ｇである。 

問３ 図１から，60℃の硝酸カリウムの溶解度は約 110ｇ，30℃では約 45ｇと読みとれるので，冷却したときに

出てくる結晶は，110－45＝65ｇと求められる。60℃の塩化カリウムの溶解度は約 45ｇ，30℃では約 35ｇと

読みとれるので，冷却したときに出てくる結晶は 45－35＝10ｇと求められる。 

問４ 水溶液ＡとＢは，20℃まで冷却されるといずれもとけきれなくなった溶質が結晶として出てくる。同じ温

度での溶解度は等しいので，同じ温度まで冷却したときに水溶液Ａ´とＢ´の中に残っている溶質の量は等し

い。 
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【過去問 11】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2023 年度） 

問３ 物質の状態変化について調べるために，次の実験を行っ

た。後の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

［実験］ 

パルミチン酸２ｇをゆっくり加熱し，30秒ごとに温度を

記録した。図は，その結果を表したグラフである。パルミチ

ン酸が液体になり始めた時間をｔ１，全て液体になった時間を

ｔ２とする。また，ｔ１からｔ２の間は，温度が一定であり，そのと

きの温度をＸとする。 

図 

 

(1) ［実験］におけるＸのように，物質が固体から液体に変化するときの温度を何というか，書きなさい。 

(2) 次の文は，パルミチン酸の質量を２倍にして，その他の条件は［実験］と変えずに実験を行ったときの結

果についてまとめたものである。文中の①，②について，｛  ｝内のア～ウから正しいものを，それぞれ

選びなさい。 

パルミチン酸の質量を２倍にしたとき，液体になり始めてから全て液体になるまでの時間の長さは，ｔ１か

らｔ２の時間の長さと比べて，①｛ア 長くなる  イ 変わらない  ウ 短くなる｝。また，このときの

固体から液体に変化するときの温度は，Ｘと比べて，②｛ア 高くなる  イ 変わらない  ウ 低く

なる｝。 

 

問３ 

(1)  

(2) ①  ②  

 

問３ 

(1) 融点 

(2) ① ア ② イ 

 

問３ (1) 物質が固体から液体に変化するときの温度を融点，液体から気体に変化するときの温度を沸点という。 

(2) 物質の融点は物質ごとに決まっており，物質の質量を変えても融点は変化しない。一方，質量が大きいほ

ど，固体から液体に変化するために必要な熱エネルギーは大きくなるので，液体になり始めてから全て液体

になるまでの時間は長くなる。 
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【過去問 12】 

次の問いに答えなさい。 

（埼玉県 2023 年度） 

問７ ポリエチレンの袋に液体のエタノール4.0ｇを入れ，

空気を抜いて密閉したものに，図６のように熱湯をか

けると，エタノールはすべて気体となり，袋の体積は

2.5Ｌになりました。このときのエタノールの気体の密

度は何ｇ/cm3か求めなさい。 

図６ 

 

 

問７   ｇ/cm3 

 

問７ 0.0016 ｇ/cm3 

 

問７ 状態変化では質量は変化しないため，気体のエタノールの質量は 4.0ｇのままである。 

よって，その密度は，１Ｌ＝1000cm3より，4.0ｇ÷2500cm3＝0.0016ｇ/cm3となる。 
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【過去問 13】 

次の問いに答えなさい。 

（千葉県 2023 年度） 

問１ 塩化ナトリウム水溶液は，塩化ナトリウムを水にとかしてできた水溶液である。このとき，塩化ナトリウ

ムのように，水溶液にとけている物質を何というか，書きなさい。 

 

問１  

 

問１ 溶質 

 

問１ 溶媒・溶質・溶液 

・溶媒…塩化ナトリウム水溶液における水のように，物質をとかしている液体。 

・溶質…塩化ナトリウム水溶液における塩化ナトリウムのように，液体にとけている物質。 

・溶液…溶質が溶媒にとけた液。溶媒が水の溶液を水溶液という。 
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【過去問 14】 

次の問いに答えよ。 

（東京都 2023 年度） 

問３ 図２のガスバーナーに点火し，適正な炎の大きさに調整したが，炎の色から空気が不足していることが分

かった。炎の色を青色の適正な状態にする操作として適切なのは，下のア～エのうちではどれか。 

図２  

ア Ａのねじを押さえながら，ＢのねじをＣの向きに回す。 

イ Ａのねじを押さえながら，ＢのねじをＤの向きに回す。 

ウ Ｂのねじを押さえながら，ＡのねじをＣの向きに回す。 

エ Ｂのねじを押さえながら，ＡのねじをＤの向きに回す。 

 

問３ ㋐    ㋑    ㋒    ㋓ 

 

問３ ウ 

 

問３ Ａは空気調節ねじで，Ｂはガス調節ねじ。炎の大きさを適正にするときはガス調節ねじを，炎の色を適正に

するときは空気調節ねじを回す。 
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【過去問 15】 

生徒が，南極や北極に関して科学的に探究しようと考え，自由研究に取り組んだ。生徒が書いたレポートの一部

を読み，次の問いに答えよ。 

（東京都 2023 年度） 

＜レポート２＞ 海氷について 

北極圏の海氷について調べたところ，海水が凍ることで生じる海氷は，海面に浮いた状態で存在してい

ることや，海水よりも塩分の濃度が低いことが分かった。海氷ができる過程に興味をもち，食塩水を用い

て次のようなモデル実験を行った。 

図２のように，３％の食塩水をコップに入れ，液面上部から冷却し凍らせた。凍った部分を取り出し，

その表面を取り除き残った部分を二つに分けた。その一つを溶かし食塩の濃度を測定したところ，0.84％

であった。また，もう一つを３％の食塩水に入れたところ浮いた。 

図２  

問２ ＜レポート２＞から，「３％の食塩水 100ｇに含まれる食塩の量」に対する「凍った部分の表面を取り除

き残った部分 100ｇに含まれる食塩の量」の割合として適切なのは，下の  ①  のアとイのうちではどれ

か。また，「３％の食塩水の密度」と「凍った部分の表面を取り除き残った部分の密度」を比べたときに，

密度が大きいものとして適切なのは，下の  ②  のアとイのうちではどれか。ただし，凍った部分の表面

を取り除き残った部分の食塩の濃度は均一であるものとする。 

 ①  ア 約 13％ イ 約 28％ 

 ②  ア ３％の食塩水 イ 凍った部分の表面を取り除き残った部分 

 

問２ 

②  ② 

㋐   ㋑ ㋐   ㋑ 

 

問２ 

① ② 

イ ア 

 

問２ ３％の食塩水 100ｇに含まれる食塩の量は，
３

 100 
×100＝３ｇで，0.84％の食塩水 100ｇに含まれる 

 食塩の量は，
 0.84 

100
×100＝0.84ｇである。よって求める割合は，

 0.84 

３
×100＝28％。凍った部分の表面 

 を取り除き残った部分は３％の食塩水に浮いたので，この部分よりも３％の食塩水の方が密度は大きい。 
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【過去問 16】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2023 年度） 

問１ 右の図のような装置を用いて，水を入れたスポイト

を押してアンモニアをみたした丸底フラスコ内に水を

入れると，ビーカー内のフェノールフタレイン溶液を

加えた水がガラス管を通って丸底フラスコ内に噴き出

し，その水が赤く色づいた。次の      中のａ～ｃ

のうち，この現象からわかるアンモニアの性質として

最も適するものをあとの１～６の中から一つ選び，そ

の番号を答えなさい。 

 

ａ 刺激臭がある。 ｂ 水に溶けやすい。 ｃ 水に溶けるとアルカリ性を示す。 

１ ａのみ ２ ｂのみ ３ ｃのみ ４ ａとｂ ５ ａとｃ ６ ｂとｃ 

問２ 次の表は，硝酸カリウムの溶解度を示したものである。20℃の水 100ｇに硝酸カリウムを少しずつ溶かして

飽和水溶液としたのち，水 100ｇを加えて，60℃になるまで加熱したとき，この水溶液に硝酸カリウムをあと

何ｇ溶かすことができるか。あとの１～６の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

水の温度〔℃〕 20 40 60 80 

水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量〔ｇ〕 32 64 109 169 

１ 64ｇ ２ 77ｇ ３ 109ｇ ４ 154ｇ ５ 186ｇ ６ 218ｇ 

 

問１ ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥ 

問２ ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥ 

 

問１ ６ 

問２ ５ 

 

問１ アンモニアには刺激臭があり，水に溶けやすく，水に溶けるとアルカリ性を示す。この実験では，アンモニ

アが水に溶けやすいため，スポイトを押して丸底フラスコ内に水を入れると，アンモニアが水に溶けて丸底フ

ラスコ内の気圧が下がり，フェノールフタレイン溶液を加えた水が吸い上げられて噴水となる。このフェノー

ルフタレイン溶液を加えた水にアンモニアが溶けると，アルカリ性を示すため，赤く色づく。よって，この実

験からはアンモニアが水に溶けやすいことと，水に溶けるとアルカリ性を示すことがわかる。 

問２ 硝酸カリウムは，20℃の水 100ｇに 32ｇ溶け，60℃の水 100ｇに 109ｇ溶ける。よって，この実験で 

 は，109×
 200 

100
－32＝186ｇの硝酸カリウムをさらに溶かすことができる。 
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【過去問 17】 

次の問いに答えなさい。 

（新潟県 2023 年度） 

問４ 60℃の水 300ｇが入っているビーカーに，硝酸カリウム 200ｇを入れ，よくかき混ぜたところ，全部溶け

た。この水溶液の温度をゆっくりと下げていくと，結晶が出てきた。水溶液の温度を 20℃まで下げたとき，

出てくる結晶の質量は何ｇか。求めなさい。ただし，20℃の水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 32ｇと

する。 

 

問４   ｇ 

 

問４ 104 ｇ 

 

問４ 20℃の水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 32ｇより，20℃の水 300ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 96

ｇである。したがって，水溶液の温度を 20℃まで下げたとき，加えた硝酸カリウム 200ｇのうち，200－96＝

104ｇは溶けきれなくなり，結晶として出てくる。 
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【過去問 18】 

化学変化にともなう熱の出入りについて調べるために，次の実験を行った。この実験に関して，下の問いに答

えなさい。 

（新潟県 2023 年度） 

実験 右の図のように，ビーカーに鉄粉５ｇと活性炭２ｇ

を入れて混ぜた後，質量パーセント濃度が５％の食塩

水を２cm3 加え，ガラス棒でかき混ぜながら，温度計

で温度を測定すると，温度の上昇が確認できた。 

  

問１ 食塩水について，次の①，②の問いに答えなさい。 

② 質量パーセント濃度が５％の食塩水を 40ｇつくるとき，必要な食塩と水の質量はそれぞれ何ｇか。求め

なさい。 

 

問１ ② 

食塩   ｇ 

水   ｇ 

 

問１ ② 

食塩 ２ ｇ 

水 38 ｇ 

 

問１ ② 質量パーセント濃度は，水溶液の質量に対する溶質の質量の割合を百分率で表したものである。 

 したがって，食塩水 40ｇにふくまれる食塩の質量は，40×
 ５ 

  100 
 ＝２ｇであり，水の質量は 40－２＝38ｇと

なる。 
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【過去問 19】 

物質の種類を見分ける実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2023年度） 

〔Ⅰ〕 表１に示したいずれかの金属でできている円柱Ａ～Ｆを用意し，そ

れぞれの質量と体積を調べる実験を行った。表２は実験の結果をまと

めたものである。なお，円柱Ａ～Ｆには同じ金属でできているものが

ある。 

表１  

金属 密度〔ｇ/cm3〕 

マグネシウム 1.74 

アルミニウム 2.70 

亜鉛 7.13 

鉄 7.87 

銅 8.96 

〈実験〉 

㋐ 円柱Ａの質量を，電子てんびんを使

って測定した。 

㋑ 50.0cm3の水を入れたメスシリンダー

に円柱Ａを静かに沈め，水面の目盛り

を読みとった。 

㋒ 円柱Ｂ～Ｆについても㋐，㋑と同様

の操作を行った。 

図１ 

 

表２ 
円 

柱 

質量 

〔ｇ〕 
水面の目盛り〔cm3〕 

Ａ 25.0 図１より読みとる 

Ｂ 14.2 52.0 

Ｃ 22.4 52.5 

Ｄ 16.2 56.0 

Ｅ 28.5 54.0 

Ｆ 8.1 53.0 
 

問１ ㋑において，水面の目盛りは図１のようになった。円柱Ａはどの金属でできているか，金属の名称を書き

なさい。 

問２ 円柱Ａ～Ｆには全部で何種類の金属が

あるか，答えなさい。なお，必要に応じて

右のグラフを使って考えてもよい。 

問３ 円柱Ａ～Ｆの金属について，同じ質量で

比較した場合，最も体積が大きくなる金属

は何か。金属の名称を書きなさい。 
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〔Ⅱ〕 食塩，砂糖，デンプンのいずれかである粉末Ｇ

～Ｉの性質を調べる実験を行った。表３は実験の

結果をまとめたものである。 

〈実験〉 

㋓ 粉末Ｇ～Ｉをそれぞれ別のビーカーに入

れ，同量の水を加えてガラス棒でよくかき混ぜ

た。 

㋔ 図２のように，粉末Ｇ～Ｉをそれぞれ別の

燃焼さじに少量とり，ガスバーナーで熱した。 

図２ 図３ 図４ 

 

  

㋕ ㋔の後，さらに強く熱して粉末に火がついたもののみ，図３のように集気びんに入れた。 

㋖ ㋕の後，火が消えてから燃焼さじを取り出し，図４のように集気びんに石灰水を入れてふたをし，よく

ふった。 

表３ 

粉末 ㋓の結果 ㋔の結果 ㋕の結果 ㋖の結果 

Ｇ 水が白くにごった 粉末はこげた 
集気びんの内側が 

水滴でくもった 
石灰水が白くにごった 

Ｈ 粉末が水にとけた 変わらなかった   

Ｉ 粉末が水にとけた 粉末はとけてこげた 
集気びんの内側が 

水滴でくもった 
石灰水が白くにごった 

問４ 粉末Ｉは何か，名称を書きなさい。 

問５ ㋕，㋖の結果をふまえると，粉末Ｇ，Ｉに含まれている元素は何か。元素の名前を酸素以外に２つ書きな

さい。 

 

問１  

問２   種類 

問３  

問４  

問５   
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問１ 亜鉛 

問２ ３ 種類 

問３ アルミニウム 

問４ 砂糖 

問５ 水素 炭素 

 

問１ 図１より，円柱Ａの体積はおよそ 53.5－50.0＝3.5cm3であり，質量は 25.0ｇであるから，その密度は 25.0ｇ

÷3.5cm3＝7.142…ｇ/cm3である。密度は物質の種類によって決まった値になるから，表１より，密度が最も近

い亜鉛Ｚｎでできていると考えられる。 

問２ 円柱Ａ〜Ｆの体積と質量の関係をグラフに表

すと，右の図のようになる。それぞれの点を原

点と結んだときに，同じ直線上にあるものは密

度が等しいため，３種類の物質があることがわ

かる。 

問３ 同じ質量で比較した場合，密度が小さいもの

ほど体積は大きくなる。円柱Ａ〜Ｆのうち，密

度が最も小さいのは円柱Ｄ，Ｆをつくる金属で

あり，その密度は， 

16.2ｇ÷6.0cm3＝2.7g/cm3となる。 

問４ 食塩，砂糖，デンプンのうち，水にとけやす

い物質は食塩と砂糖であり，これらを加熱した

ときに火がつくのは砂糖である。したがって，

粉末Ｉは砂糖である。 

 

問５ 集気びんの内側が水滴でくもったことから水が発生したことがわかる。また，石灰水が白くにごったことか

ら二酸化炭素が発生したことがわかる。これらは，水素や炭素が空気中の酸素と結びついてできるため，粉末

Ｇ，Ｉには水素と炭素が含まれることがわかる。 
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【過去問 20】 

山田さんの所属する科学部では，次の実験を行った。これをもとに，以下の問いに答えなさい。 

（石川県 2023 年度） 

問２ 物体Ｘは，一辺が２cmの金属の立方体で，質量は 21.6ｇであった。図

４は，４種類の金属のサンプルの体積と質量の関係を示したグラフであ

り，物体Ｘは鉄，鉛，チタン，アルミニウムのいずれかの金属である。物

体Ｘはどの金属と考えられるか，書きなさい。 

図４ 

 
 

問２   

 

問２ アルミニウム 

 

問２ 密度は物質ごとに決まった値となるから，物体Ｘの密度と同じ密度となる金属を見つければよい。物体Ｘの

体積は８cm3であるため，図４に体積が８cm3，質量が 21.6ｇとなる点をとり，原点と直線で結ぶと同一直線上

にアルミニウムの点があることから，物体Ｘはアルミニウムであることがわかる。 

 



2.物質のすがた（気体・水溶液・状態変化ほか）2023 年度 

27 

【過去問 21】 

粉末Ａ，粉末Ｂと粉末状の塩化ナトリウムは，いずれも白色であるが，水への溶解度（100ｇの水にとける物

質の質量）にはちがいがある。これらの水への溶解度のちがいを調べるため，次の実験を行った。あとの問いに答

えよ。なお，図１は塩化ナトリウムの溶解度曲線，図２は粉末Ａと粉末Ｂの結晶をスケッチしたものである。 

（福井県 2023年度） 

〔実験〕 粉末Ａと粉末Ｂの質量をはかり，それ

ぞれ 90℃の水 100ｇを入れたビーカー

に加え，すべてとかした。これをゆっ

くり冷やしながら温度を測定し，結晶

の一部が出てきたときの温度を記録し

た。表はその結果である。 

表  

図１ 図２ 
  

 

問１ 実験で，水にとかした固体の物質を，溶解度の差を利用して結晶として取り出すことを何というか書け。 

問２ 100ｇの粉末Ａを 90℃の水 100ｇに加えると，すべてとけた。これを 18℃まで冷やすと，何ｇの結晶が出

てくるか書け。 

問３ 表の結果をもとに，粉末Ａと粉末Ｂの溶解度曲線をかくと，粉末Ａと粉末Ｂの溶解度が同じになる温度が

ある。その温度として最も適当なものを，次のア～オから１つ選んで，その記号を書け。 

ア ５℃ イ 12℃ ウ 22℃ エ 30℃ オ 45℃ 

問４ 問３の温度のときの溶解度は，「粉末Ａ，粉末Ｂ」と「塩化ナトリウム」では，どちらが何ｇ大きいか書

け。ただし，質量は整数で書け。 

問５ 粉末Ａか粉末Ｂのどちらかわからない粉末Ｘが 10ｇある。粉末Ｘが，粉末Ａか粉末Ｂかを判断するため

の方法として適当でないものを，次のア～エから１つ選んで，その記号を書け。 

ア 90℃の水 100ｇに 10ｇの粉末Ｘをとかし，８℃まで冷却する。 

イ ８℃より低い温度の水 50ｇに 10ｇの粉末Ｘを加える。 

ウ 10ｇの粉末Ａと粉末Ｂにそれぞれ水を加えていき，どちらか一方だけがすべてとけたときと同じ温度で，

同じ量の水を 10ｇの粉末Ｘに加える。 

エ 10ｇの粉末Ａ，粉末Ｂ，粉末Ｘをそれぞれ水にとかしたあと，水をすべて蒸発させ，結晶の形を比較する。 
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問１  

問２   ｇ 

問３  

問４  

問５  

 

問１ 再結晶 

問２ 70 ｇ 

問３ ウ 

問４ 塩化ナトリウムの方が４ｇ大きい。 

問５ ア 

 

問１，２ 表より，粉末Ａは 18℃の水 100ｇに 30ｇとけるか

ら，この粉末 100ｇをとかした水 100ｇを 18℃まで冷

やすと，再結晶によって 100－30＝70ｇが出てくる。 

問３，４ 表をもとに粉末Ａ，Ｂの溶解度曲線をかくと，右

の図のようになる。Ａ，Ｂのグラフはおよそ 22℃のと

きに 34ｇの点で交わっている。また，22℃のときの塩

化ナトリウムの値はおよそ 38ｇなので，この温度での

溶解度は，Ａ，Ｂよりも塩化ナトリウムの方が，38－34

＝４ｇ大きい。 
 

問５ 問３でかいたグラフより，粉末Ａ，Ｂはともに，８℃では 10ｇより多くとける。よって，粉末Ｘを 10ｇし

かとかしていない場合，アの方法では粉末Ｘが粉末Ａ，Ｂのいずれであったとしても結晶として出てこない

ので，判別することはできない。イの場合，粉末Ｘが粉末Ａである場合はとけ残り，粉末Ｘが粉末Ｂである

場合はすべてとける。ウの場合，粉末Ｘが粉末Ａと同じ結果になるか，粉末Ｂと同じ結果になるかによって，

粉末Ａ，Ｂのどちらであるかが判別できる。エの場合，粉末Ｘの結晶の形が，粉末Ａ，Ｂのどちらの結晶と

同じであるかによって判別できる。 
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【過去問 22】 

水とエタノールの混合物を加熱したときに出てくる物質の性質を調べるために，次の実験を行った。問いに答

えなさい。 

（山梨県 2023年度） 

〔実験〕① 水 20cm3とエタノール５cm3の混合物を，図１の装置を

使って加熱し，ガラス管から出てくる物質を，はじめから

順に，３本の試験管Ａ，Ｂ，Ｃに３cm3ずつ集めた。 

② 装置のガラス管の先端が試験管にたまった液体の中に

入っていないことを確認し，ガスバーナーの火を消した。 

③ 試験管Ａ，Ｂ，Ｃに集めた液体を，燃焼さじにとり，火

をつけて燃えるかどうかを調べた。火がついたものは，図

２のように，かわいた集気びんの中に入れた。火が消える

まで燃焼させたところ，集気びんの内側がくもった。 

④ 集気びんの内側についた液体に青色の塩化コバルト紙

をつけた。 

⑤ 集気びんに石灰水を入れふたをしてよく振った。 

⑥ 実験の結果を表にまとめた。 

図１ 

 

表 図２ 

 試験管Ａ 試験管Ｂ 試験管Ｃ 

 

実験③ 

の結果 
よく燃える 

燃えるが， 

すぐ消える 
燃えない 

実験④ 

の結果 
赤色になる 赤色になる ― 

実験⑤ 

の結果 
白くにごる 白くにごる ― 

    

問１ 次の      は，エタノールを加熱したときの状態変化について述べた文章である。ⓐ～ⓒに当てはま

るものをア～ウから一つずつ選び，その記号をそれぞれ書きなさい。 

エタノールが液体から気体になると，体積は，ⓐ〔ア 大きくなる  イ 小さくなる  ウ 変わらな

い〕。粒子の大きさは，ⓑ〔ア 大きくなる  イ 小さくなる  ウ 変わらない〕。また，粒子の数は，

ⓒ〔ア 増える  イ 減る  ウ 変わらない〕。 

問２ 〔実験〕の②で，下線部の操作を行う理由を，簡潔に書きなさい。 

問４ 〔実験〕の結果から，試験管Ａに集めた液体にふくまれていると考えられる物質は何か，その物質の名称

を二つ書きなさい。 

問５ 手指の消毒に用いる消毒用アルコールは，エタノールが主成分である。消毒用アルコール 420ｇにふくま

れるエタノールの質量パーセント濃度が 80％のとき，この消毒用アルコールにふくまれるエタノールの質

量は何ｇか，求めなさい。 
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問１ ⓐ  ⓑ  ⓒ  

問２  

問４   

問５   ｇ 

 

問１ ⓐ ア ⓑ ウ ⓒ ウ 

問２ 
例 

試験管にたまった液体が逆流するのを防ぐため 

問４ 炭素 水素 

問５ 336 ｇ 

 

問１ 状態変化 

物質の状態が，液体，固体，気体と変わることを，物質の状態変化という。状態変化では，物質をつく

る粒子の大きさや数，種類は変わらず，粒子の運動のようすが変化する。 

問２ ガラス管の先端が液体の中に入ったまま，ガスバーナーの火を消すと，枝つきフラスコ内が冷えることで気

体の体積が急激に小さくなり，ガラス管の先端から液体が逆流することがある。液体が逆流すると急に冷や

された枝つきフラスコが割れるおそれがある。 

問４ 集気びんで試験管Ａの液体を燃焼させると，集気びんの内側がくもり，石灰水が白くにごる。集気びんの内

側についた液体は青色の塩化コバルト紙を赤色にすることから水であることがわかり，試験管Ａの液体は燃

えると水を発生することから水素Ｈをふくむと考えられる。また，石灰水は二酸化炭素を通すと白くにごる

ため，試験管Ａの液体は燃えると二酸化炭素を発生することから炭素Ｃをふくむと考えられる。 

問５ 質量パーセント濃度 

溶質の質量が溶液全体の質量の何％にあたるかを表したものを質量パーセント濃度という。質量パーセ

ント濃度は以下の式で求められる。 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

 溶液の質量【ｇ】
×100＝

溶質の質量【ｇ】

 溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

消毒用アルコール 420ｇにふくまれるエタノールの質量パーセント濃度が 80％であるから，ふくま 

れるエタノールの質量は，420×
80

 100 
＝336ｇとなる。 
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【過去問 23】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2023 年度） 

問１ 大村さんは，化学カイロの成分である鉄粉，活性炭，食塩水を混ぜると熱が発生することを学習し，加え

る食塩水の濃度が，混合物の温度変化に関係するのではないかと考え，次のような実験を行った。 

〔実験１〕 

① ５つの同じビーカーＡ～Ｅを用意し，それぞれに鉄粉５

ｇと活性炭の粉末３ｇを入れてかき混ぜた。 

② Ａ～Ｅのそれぞれに加える食塩水の濃度を変えるため，

表１に示した質量パーセント濃度の食塩水を用意した。 

表１ 

 

③ Ａ～Ｅのそれぞれに，図１のよ

うに，食塩水２mLを加え，ガラス

棒でよくかき混ぜてから，１分ご

とに混合物の温度をはかった。 

④ ③の結果を図２のグラフに表

した。 

図１ 図２ 
  

(2) 大村さんは，実験１の②で，食塩水を用意するために，はじめに質量パーセント濃度が 15％の食塩水を

つくった。 

ⅰ 質量パーセント濃度が 15％の食塩水の一部を用いて，質量パーセント濃度が 12％の食塩水 20ｇをつく

るとき，加える水の質量は何ｇか，整数で書きなさい。 

ⅱ 溶質が完全にとけ，濃さが均一になった食塩水を室温で放置したとき，食塩水中の溶質の粒子のようす

を模式的に示したものとして最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

(3) 大村さんは，図２で，Ｃ，Ｄ，Ｅのグラフの変化から，加える食塩水の質量パーセント濃度が９％以上で

は温度変化のようすに違いがみられないと考えた。そこで，温度変化のようすに違いがみられるのは，食塩

水の質量パーセント濃度がおよそ何パーセントまでなのかを調べるために，質量パーセント濃度が異なる食

塩水を新たに２つ用意することにした。この食塩水の質量パーセント濃度として適切な値を，整数で２つ書

きなさい。また，そのように判断した理由を簡潔に書きなさい。 
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問１ 

(2) 

ⅰ   ｇ 

ⅱ   

(3) 

濃度   ％   ％ 

理由  

 

問１ 

(2) 

ⅰ ４ ｇ 

ⅱ イ 

(3) 

濃度 ７ ％ ８ ％ 

理由 

例 

 食塩水の質量パーセント濃度が６％と９％では，温度変化のよう

すに違いがあるので，その間の質量パーセント濃度について調べ

る必要があるから 

 

問１ 

(2) ⅰ 質量パーセント濃度 

ある溶液の質量パーセント濃度は，次の式で求められる。 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

 溶液の質量【ｇ】
×100 

＝
溶質の質量【ｇ】

 溶質の質量【ｇ】＋溶媒の質量【ｇ】
×100 

12％の食塩水 20ｇをつくるために必要な食塩の質量は，20ｇ×
12

  100 
＝2.4ｇである。2.4ｇの食塩がふくま

れている 15％の食塩水の質量を xｇとすると，
 2.4 
x
＝

15

  100 
より，x＝16ｇである。よって，15％の 

食塩水 16ｇに水を加えて 20ｇにすればよいから，加える水の質量は，20－16＝４ｇである。 

ⅱ 溶質が完全にとけて濃さが均一になった水溶液を放置したとき，溶質の粒子は水溶液中で均一に広がっ

たまま変化しない。 

(3) 図２では，３％のＡと６％のＢでは温度変化のようすに違いがあり，９％以上のＣ，Ⅾ，Ｅになると温度

変化のようすに違いがみられなくなる。よって，６％より高く，９％より低い質量パーセント濃度のものを用

意して実験を行えばよいから，質量パーセント濃度が整数のものを２つ用意する場合は，７％と８％となる。 
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【過去問 24】 

問いに答えなさい。 

（岐阜県 2023年度） 

問４ 表は，４種類の物質における，固体がとけて液体に変化するときの温度と，液体が沸騰して気体に変化す

るときの温度をまとめたものである。 

表 

 鉄 パルミチン酸 窒素 エタノール 

固体がとけて液体に変化す 

るときの温度〔℃〕 
1535 63 －210 －115 

液体が沸騰して気体に変化 

するときの温度〔℃〕 
2750 360 －196 78 

(1) 固体がとけて液体に変化するときの温度を何というか。言葉で書きなさい。 

(2) 表の４種類の物質のうち，20℃のとき固体の状態にあるものを，ア～エから全て選び，符号で書きなさい。 

ア 鉄 イ パルミチン酸 ウ 窒素 エ エタノール 

 

問４ 

(1)   

(2)   

 

問４ 

(1) 融点 

(2) ア ， イ 

 

問４ (2) 固体がとけて液体に変化するときの温度（融点）が，20℃よりも大きいものがあてはまる。 

よって，63℃のパルミチン酸と，1535℃の鉄の２つとなる。 
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【過去問 25】 

次の問いに答えなさい。 

（静岡県 2023年度） 

問４ 表１は，
しょう

硝
さん

酸カリウムの，水 100ｇに溶ける最大の質量と温度の関係を表した

ものである。30℃の水が入っているビーカーに，硝酸カリウムを加え，質量パー

セント濃度が 20％の硝酸カリウム水溶液 250ｇをつくる。この水溶液 250ｇの温

度を 30℃から 10℃まで下げると，硝酸カリウムが結晶となって出てきた。結晶

となって出てきた硝酸カリウムは何ｇか。表１をもとに，計算して答えなさい。 

表１ 
 

温度 

〔℃〕 

硝酸 

カリウム 

〔ｇ〕 

10 22 

30 46 

  

 

問４  

 

問４ ６ ｇ 

 

問４ 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100＝

 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

質量パーセント濃度が20％の硝酸カリウム水溶液250ｇに含まれる硝酸カリウムの質量は， 
20

 100 
×250＝50ｇである。つまり，この水溶液 250ｇのうち，水は 200ｇである。表１より，10℃の 

水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 22ｇなので，10℃の水 200ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 
200

100
×22＝44ｇである。よって，求める硝酸カリウムの質量は，50－44＝６ｇとなる。 
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【過去問 26】 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2023年度） 

問２ 物質の状態変化について説明した次の文章について，（ Ⅰ ）と（ Ⅱ ）のそれぞれにあてはまる語

の組み合わせとして最も適当なものを，下のアからエまでの中から選びなさい。 

多くの物質は温度を下げていくと，気体から液体，そして固体へと状態が変わる。一般的に，物質の温度

が下がることによって，物質の（ Ⅰ ）が減少し，密度は大きくなる。 

このような物質の例として，エタノールがあげられる。エタノールの液体の中に，温度を下げて固体にし

たエタノールを入れると，固体のエタノールは（ Ⅱ ）。 

ア Ⅰ 質量，  Ⅱ 浮く イ Ⅰ 質量，  Ⅱ 沈む 

ウ Ⅰ 体積，  Ⅱ 浮く エ Ⅰ 体積，  Ⅱ 沈む 

 

問２ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

 

問２ エ 

 

問２ 温度が低下すると，物質をつくる粒子の運動の程度が小さくなり，これにともなって粒子どうしの距離が

小さくなる。その結果，一般に，物質の体積は小さくなる。このとき，質量は変化しないため，（質量）÷

（体積）で求められる密度の値は大きくなる。エタノールはこのような体積の変化を示す物質で，同じ質量

のときの体積の大きさが，気体＞液体＞固体であるので，密度は， 

固体＞液体＞気体となる。よって，密度の大きな固体は，密度の小さな液体に入れると沈む。 
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【過去問 27】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2023年度） 

<実験> 水とエタノールの混合物から，エタノールをとり出せるか調べるために，次の①，②の順序で実

験を行った。 

① 図１のように，水 20cm3とエタノール５cm3の混合物を枝つきフラスコに入れ，弱火で加熱して，枝つ

きフラスコから出てきた液体を，試験管Ａ，試験管Ｂ，試験管Ｃの順に約３cm3ずつ集めた。 

② 試験管Ａ，Ｂ，Ｃに集めた液体をそれぞれ蒸発皿に入れ，図２のようにマッチの火を近づけた。表は，

マッチの火を近づけたときのようすをまとめたものである。 

図１  図２  

表 

 

問１ 試験管Ａ，Ｂ，Ｃに集めた液体を比べたとき，水の割合が最も高い液体とエタノールの割合が最も高い液

体は，それぞれどの試験管に集めた液体か，試験管Ａ，Ｂ，Ｃから最も適当なものを１つずつ選び，Ａ，Ｂ，

Ｃの記号で書きなさい。 

問２ 水とエタノールの混合物を加熱したときの温度変化を示したグラフはどれか，次のア～エから最も適当

なものを１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

問３ 次の文は，液体の混合物を加熱して，目的の物質をとり出す方法について説明したものである。文中の

（ あ ），（ い ）に入る最も適当な言葉はそれぞれ何か，書きなさい。 
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液体を加熱して沸騰させ，出てくる蒸気である気体を冷やして再び液体にして集める方法を（ あ ）と

いう。（ あ ）を利用すると，混合物中の物質の（ い ）のちがいにより，目的の物質をとり出すこと

ができる。 

 

問１ 

水の割合が最も高い  

エタノールの割合が最も高い  

問２  

問３ 

あ   

い  

 

問１ 

水の割合が最も高い Ｃ 

エタノールの割合が最も高い Ａ 

問２ エ 

問３ 

あ 蒸留 

い 

例１ 

沸点 

例２ 

沸騰する温度 

 

問１ エタノールは水よりも沸点が低いため，水とエタノールの混合物を加熱すると，水よりも先に気体となる。

そのため，先に集めた試験管Ａではエタノールの割合が最も高くなり，火を近づけると液体はよく燃える。あ

とに集めた試験管Ｃでは水の割合が最も高くなり，マッチの火を近づけても液体は燃えない。 

問２ 混合物は一定の沸点をもたない。水とエタノールの混合物を加熱すると，エタノールの沸点である約 80℃付

近で沸騰がはじまるが，少しずつ温度は上がり続ける。 

問３ 蒸留 

液体を加熱して沸騰させ，出てくる気体を冷やして再び液体にして集める方法を蒸留という。蒸留を

利用すると，混合物中の物質の沸点のちがいによって，目的の物質を分けることができる。 
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【過去問 28】 

次の表は，気体Ａ～Ｅおよび二酸化窒素について，におい，密度，気体の集め方，その他の特徴や用途をまと

めたものであり，気体Ａ～Ｅはそれぞれ，アンモニア，二酸化炭素，塩化水素，酸素，水素のいずれかである。こ

れについて，下の問１・問２に答えよ。ただし，密度は 25℃での１cm3あたりの質量〔ｇ〕で表している。 

（京都府 2023年度） 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 二酸化窒素 

におい 刺激臭 なし なし 刺激臭 なし 刺激臭 

密度〔ｇ/cm3〕 0.00150 0.00008 0.00131 0.00071 0.00181 0.00187 

気体の集め方 下方置換法 水上置換法 水上置換法 上方置換法 
下方置換法 

水上置換法 
     

その他の 

特徴や用途 

水溶液は酸性

を示す。 

すべての気体

の中で最も密

度が小さい。 

ものを燃やす

はたらきがあ

る。 

肥料の原料と

して利用され

る。 

消火剤として

利用される。 

水に溶けやす

い。 

問１ からのペットボトルに気体Ｅを十分に入れた後，すばやく少量の水を加え，すぐにふたをして振るという

操作を行うと，ペットボトルがへこんだ。これはペットボトル内で，ある変化が起こったことが原因である。

この操作を，気体Ｅのかわりに気体Ａ～Ｄをそれぞれ用いて行ったとき，気体Ｅを用いたときと同じ原因で

ペットボトルがへこむものを，気体Ａ～Ｄからすべて選べ。 

問２ 表から考えて，25℃での空気の密度〔ｇ/cm3〕は次のⅰ群(ア)～(ウ)のうち，どの範囲にあると考えられ

るか，最も適当なものを１つ選べ。また，表中の     に入る語句として最も適当なものを，下のⅱ群(カ)

～(ク)から１つ選べ。 

ⅰ群 (ア) 0.00008ｇ/cm3より大きく，0.00071ｇ/cm3より小さい。 

 (イ) 0.00071ｇ/cm3より大きく，0.00150ｇ/cm3より小さい。 

 (ウ) 0.00150ｇ/cm3より大きく，0.00181ｇ/cm3より小さい。 

ⅱ群 (カ) 下方置換法 (キ) 上方置換法 (ク) 水上置換法 

 

問１ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

問２ 

ⅰ群 ア イ ウ 

ⅱ群 カ キ ク 

 

問１ Ａ，Ｄ 

問２ 

ⅰ群 イ 

ⅱ群 カ 

 

問１ 気体Ａは刺激臭があり，水溶液が酸性を示すことから塩化水素，気体Ｂはすべての気体の中で最も密度が小

さいから水素，気体Ｃはものを燃やすはたらきがあることから酸素，気体Ｄは刺激臭があり，上方置換法で集
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めることから水に溶けやすいアンモニア，気体Ｅはにおいがなく，水上置換法と下方置換法のいずれかで集め

られることから水に少し溶ける二酸化炭素であることがわかる。二酸化炭素を入れたペットボトルに少量の水

を加えて，ふたをして振ると，二酸化炭素が水に溶け，ペットボトル内の圧力（気圧）が小さくなることで，

ペットボトルがへこむ。したがって，二酸化炭素と同様に水に溶ける塩化水素やアンモニアを用いると，同じ

原因でペットボトルがへこむ。 

問２ 上方置換法では，容器内にあった空気よりも集める気体の密度が小さいため，容器内の空気が出ていくこと

で気体を集められる。同様に，下方置換法では，容器内にあった空気よりも集める気体の密度が大きいため，

容器内の空気が出ていくことで気体を集められる。したがって，空気の密度は，下方置換法で集める気体Ａよ

りも小さく，上方置換法で集める気体Ｄよりも大きいため，0.00071g/cm3より大きく，0.00150g/cm3より小さ

い。二酸化窒素は，水に溶けやすく，その密度は空気よりも大きいため，下方置換法で集めると考えられる。 
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【過去問 29】 

アルミニウムでできている１円硬貨よりも，主に銅でできている 10 円硬貨の方が重いことに興味をもったＷ

さんは，Ｙ先生と一緒に実験し，考察した。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2023 年度） 

【ＷさんとＹ先生の会話１】 

Ｗさん：１円硬貨より 10円硬貨の方が重いのは，10円硬貨の体積が１円硬貨の体積より大きいことや異

なる物質でできていることが関係しているのでしょうか。 

Ｙ先生：はい。  アルミニウムと銅では密度が違います。同じ体積で質量を比

べてみましょう。１cm3 の金属の立方体が三つあります。アルミニウ

ムの立方体は 2.7ｇ，銅の立方体は 9.0ｇ，マグネシウムの立方体は

1.7ｇです。 
 

Ｗさん：同じ体積でも，銅に比べてアルミニウムの方が軽いのですね。マグネシウムはさらに軽いことに

驚きました。銅の立方体の質量はマグネシウムの立方体の質量の約 5.3 倍もありますが，銅の

立方体に含まれる原子の数はマグネシウムの立方体に含まれる原子の数の約 5.3 倍になって

いるといえるのでしょうか。 

Ｙ先生：いい質問です。実験して調べてみましょう。マグネシウムと銅をそれぞれ加熱して，結びつく  

酸素の質量を比べれば，銅の立方体に含まれる原子の数がマグネシウムの立方体に含まれる原

子の数の約 5.3倍かどうか分かります。 

問１ 下線部  について述べた次の文中のⓐ〔   〕，ⓑ〔   〕から適切なものをそれぞれ一つずつ選び，

記号を○で囲みなさい。 

 アルミニウムは電気をⓐ〔ア よく通し  イ 通さず〕，磁石にⓑ〔ウ 引き付けられる   

エ 引き付けられない〕金属である。 

問２ 下線部  について，酸素を発生させるためには，さまざまな方法が用いられる。 

① 次のア～エに示した操作のうち，酸素が発生するものはどれか。一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

ア 亜鉛にうすい塩酸を加える。 

イ 二酸化マンガンにオキシドール（うすい過酸化水素水）を加える。 

ウ 石灰石にうすい塩酸を加える。 

エ 水酸化バリウム水溶液にうすい硫酸を加える。 

② 発生させた酸素の集め方について述べた次の文中の     に入れるのに適している語を書きなさい。 

 酸素は水にとけにくいので     置換法で集めることができる。 

 

問１ ⓐ ア   イ ⓑ ウ   エ 

問２ 

① ア   イ   ウ   エ 

②   置換法 
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問１ ⓐ ア ⓑ エ 

問２ 

① イ 

② 水上 置換法 

 

問１ アルミニウムなどの金属には，電気をよく通す，熱を伝えやすい，たたくと広がる，引っ張るとのびるとい

った性質が共通して見られる。また，磁石に引き付られるのは，鉄などの一部の金属にのみ見られる性質であ

る。 

問２ ② 気体の集め方 

水にとけにくい気体は水上置換法で集める。また，水にとけやすい気体は，空気よりも密度が小さい

ものは上方置換法，空気よりも密度が大きいものは下方置換法で集める。 
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【過去問 30】 

混合物の分け方に関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2023年度） 

問１ ワインの成分は，おもに水とエタノールであり，か

つてはワインを蒸留し，とり出したエタノールを医療

用として利用していた。図１の実験器具を用いて，赤ワ

インからエタノールをとり出すために，次の(a)～(c)の

手順で実験を行い，結果を表１にまとめた。 

〈実験〉 

(a) 枝つきフラスコに赤ワイン 30cm3 と沸騰石を入れ

て，温度計をとりつけた。 

図１ 

 

(b) 赤ワインを加熱し，出てきた気体を氷水に入れた試験管で冷やし，再び液体にした。この液体を試験管

Ａ～Ｃの順に約２cm3ずつ集め，加熱をやめた。 

(c) 試験管にたまった液体の体積と質量をはかった後，液体をそれぞれ蒸発皿に移し，マッチの火を近づけ

たときのようすを観察した。 

表１ 

試験管 Ａ Ｂ Ｃ 

体積〔cm3〕 2.0 2.1 1.9 

質量〔ｇ〕 1.64 1.89 1.84 

火を近づけた 

ときのようす 

火がついて，しばらく 

燃えた 

火がついたが，すぐに 

消えた 

火がつかなかった 

(1) 図２は，手順(a)で用いた実験器具の一部を表している。手順(a)の温度計のとりつけ方として適切なもの

を，次のア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

図２ ア イ ウ エ 
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(2) 水とエタノールの混合物を加熱したときの温度変化を表したグラフとして適切なものを，次のア～エか

ら１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

(3) この実験で，試験管Ａ～Ｃにたまった液体について説明した次の文の  ①  ～  ③  に入る語句の組

み合わせとして適切なものを，あとのア～クから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

試験管Ａ～Ｃにたまった液体の色は全て  ①  であり，表１の結果から，試験管Ａ～Ｃの液体にふくま

れるエタノールの割合は，試験管Ａ，Ｂ，Ｃの順に  ②  くなると考えられる。また，塩化コバルト紙を

試験管Ａ～Ｃのそれぞれの液体につけると，塩化コバルト紙の色が全て  ③  に変化することで，試験管

Ａ～Ｃの液体には水がふくまれていることが確認できる。 

ア ① 赤色  ② 低  ③ 赤色 イ ① 赤色  ② 低  ③ 青色 

ウ ① 赤色  ② 高  ③ 赤色 エ ① 赤色  ② 高  ③ 青色 

オ ① 無色  ② 低  ③ 赤色 カ ① 無色  ② 低  ③ 青色 

キ ① 無色  ② 高  ③ 赤色 ク ① 無色  ② 高  ③ 青色 

(4) 図３は，水とエタノールの混合物の密度と質量

パーセント濃度の関係を表したものである。試験

管Ａ～Ｃの液体のうち，エタノールの割合が２番

目に高い液体の質量パーセント濃度として最も適

切なものを，次のア～オから１つ選んで，その符

号を書きなさい。ただし，赤ワインの成分は水と

エタノールのみとする。 

ア 21％ イ 31％ 

ウ 61％ エ 81％ 

オ 91％ 

図３ 
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問２ 水にとけた物質をとり出すために，温度が 20℃の部屋で，次の(a)～(d)の手順で実験を行った。表２は，

100ｇの水にとける物質の質量の限度と水の温度の関係を表したものである。 

〈実験〉 

(a) ビーカーＡ～Ｃにそれぞれ 80℃の水 150ｇを入れ，ビーカーＡには塩化ナトリウム，ビーカーＢには

ミョウバン，ビーカーＣには硝酸カリウムをそれぞれ 50ｇずつ入れてとかした。 

(b) ビーカーＡ～Ｃの水溶液をゆっくり 20℃まで冷やしたところ，結晶が出てきた水溶液があった。 

(c) 結晶が出てきた水溶液をろ過して，とり出した結晶の質量をはかった。 

(d) とり出した結晶を薬さじで少量とり，スライドガラスの上にのせて，顕微鏡で観察した。 

表２ 

水の温度〔℃〕 

物質 20 40 60 80 

塩化ナトリウム 〔ｇ〕 35.8 36.3 37.1 38.0 

ミョウバン 〔ｇ〕 11.4 23.8 57.4 321.6 

硝酸カリウム 〔ｇ〕 31.6 63.9 109.2 168.8 

(2) この実験において，結晶が出てきた水溶液をろ過しているとき，ろ紙の穴，水の粒子，結晶の粒子の大き

さの関係を表した模式図として適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。ただし，

水の粒子は○，結晶の粒子は●で表す。 

ア イ ウ エ 

    

(3) 顕微鏡で図４のように観察した結晶について，手順(c)ではかった質量として

最も適切なものを，次のア～オから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ア 2.6ｇ イ 11.4ｇ ウ 14.2ｇ エ 18.4ｇ オ 31.6ｇ 

(4) 手順(c)において，結晶をとり出した後の水溶液の質量パーセント濃度を求め

た。このとき，求めた値が最も小さい水溶液の質量パーセント濃度は何％か，

四捨五入して小数第１位まで求めなさい。 

図４ 

 

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

問２ 

(2)  

(3)  

(4) ％ 
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問１ 

(1) エ 

(2) エ 

(3) オ 

(4) ウ 

問２ 

(2) イ 

(3) ア 

(4) 10.2 ％ 

 

問１ (2) 混合物の沸点は一定の値にならない。水とエタノールの混合物を加熱すると，エタノールの沸点であるお

よそ 80℃でエタノールを多くふくんだ気体が出はじめ，温度の上昇はゆるやかになる。 

(3) 赤ワインを蒸留して得られる液体はいずれも無色であり，エタノールの方が沸点が低いことから，先に集

めた液体ほどエタノールの割合は高い。また，塩化コバルト紙は水につけると青色から赤色（桃色）に変化

する。 

(4) 密度 

物質１cm3あたりの質量を密度といい，次の式で求められる。 

物質の密度〔ｇ/cm3〕＝物質の質量〔ｇ〕÷物質の体積〔cm3〕 

試験管Ａ〜Ｃにたまった液体の密度をそれぞれ求めると，試験管Ａでは 1.64ｇ÷2.0cm3＝0.82ｇ/cm3，試

験管Ｂでは 1.89ｇ÷2.1cm3＝0.9ｇ/cm3，試験管Ｃでは 1.84ｇ÷1.9cm3＝0.96…ｇ/cm3となる。水とエタノ

ールではエタノールの方が密度が小さいため，たまった液体の密度が小さいほどエタノールの割合が高い

ことがわかる。したがって，エタノールの割合が２番目に高い液体は試験管Ｂにたまった液体であり，図３

よりその質量パーセント濃度はおよそ 61％であることが読み取れる。 

問２ (2) ろ紙には小さな穴が多数あいており，水などの小さな粒子はこの穴を通り抜けることができるが，ろ紙の

穴よりも大きな粒子は通り抜けることができないため，ろ過によってろ紙上に固体として得ることができる。 

(3) 図４のように，針のような細長い形をしている結晶は硝酸カリウムの結晶である。塩化ナトリウムの結晶

の形は，ふつう，正六面体であり，ミョウバンの結晶の形は，ふつう，正八面体である。20℃の水 100ｇに

とける硝酸カリウムの質量の限度は 31.6ｇであり，20℃の水 150ｇでは 47.4ｇであるから，20℃まで冷や

したときに出てきた結晶の質量は 50－47.4＝2.6ｇとなる。 

(4) とり出した結晶の質量が最も大きいビーカーの水溶液が，水溶液中にふくまれる溶質の質量が最も小さく

なり，質量パーセント濃度が最も小さくなる。とり出した結晶の質量が最も大きいビーカーの水溶液は，

20℃の水 100ｇに溶ける物質の質量の限度が最も小さい物質をとかした水溶液であるから，ミョウバンをと

かしたビーカーＢである。ビーカーＢでは，手順(c)において，結晶をとり出した後の水溶液中には，20℃の

水 150ｇにとけるミョウバンの質量の限度である 17.1ｇがとけている。質量パーセント濃度はとけている

ミョウバンの質量〔ｇ〕÷水溶液の質量〔ｇ〕×100で求められるから， 

17.1ｇ÷（150＋17.1）ｇ×100＝10.23…％となる。 
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【過去問 31】 

春香さんは，大さじ１杯（15cm3）のしょうゆに含まれる食塩の質量を調べるために，しょうゆから食塩を取り

出す実験を行った。各問いに答えよ。ただし，しょうゆには有機物と食塩のみが含まれるものとする。 

（奈良県 2023年度） 

問１ 次の     内は，春香さんが行った実験である。食塩のみを固体として取り出すには（  ）でどのよ

うな操作を行えばよいか。（  ）に適する言葉を，「ろ過」の語を用いて簡潔に書け。 

図のように，しょうゆ 15cm3 を蒸発皿に入れ，しょうゆに含まれる有機物が

すべて炭になるまで十分に加熱した。加熱後，蒸発皿に水 30cm3 を加えてかき

混ぜたところ，炭は水にとけずに残っていた。その後，蒸発皿に入っている炭

の混ざった液体を（          ）ことにより，食塩のみを固体とし

て取り出した。  

問２ 問１の実験により得られた食塩の質量は 2.5ｇであった。この実験でしょうゆに含まれる食塩をすべて取

り出したとすると，実験に用いたしょうゆに含まれる食塩の質量の割合は何％であると考えられるか。小数

第１位を四捨五入して整数で書け。ただし，しょうゆの密度は 1.2ｇ/cm3とする。 

 

問１  

問２   ％ 

 

問１ 
例   

ろ過して，ろ紙を通った水溶液から水を蒸発させる。 

問２ 14 ％ 

 

問１ 炭の混ざった液体をろ過することで，液体から炭をとり除くことができる。ろ過によって得られた液体は食

塩と水の混合物であるため，加熱して水を蒸発させることで食塩のみを固体として取り出すことができる。 

問２ しょうゆ 15cm3の質量は，しょうゆの密度が 1.2g/cm3であることから，15cm3×1.2g/cm3＝18ｇとなる。よっ

て，実験に用いたしょうゆに含まれる食塩の質量の割合は，
 2.5 

18
×100＝13.88…％となる。 
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【過去問 32】 

水溶液に関する実験Ⅰ，実験Ⅱを行った。下の問いに答えなさい。 

（和歌山県 2023 年度） 
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実験Ⅰ 「水溶液を特定する実験」 

(ⅰ) うすいアンモニア水，うすい塩酸，塩化ナトリウム水溶液，

砂糖水のいずれかの水溶液が入ったビーカーが１つずつあり，

それぞれにＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄのラベルを貼った。 

(ⅱ) 図１のように，Ａの水溶液を，こまごめピペットを使って，

スライドガラスに１滴のせて，試験管に少量入れた。スライド

ガラスにのせた水溶液はドライヤーで乾燥させ，試験管の水溶

液にはフェノールフタレイン溶液を数滴加えて，それぞれのよ

うすを観察した。 

図１ 実験のようす 

 

(ⅲ) Ｂ，Ｃ，Ｄの水溶液についても，それぞれ (ⅱ) と同じ操作を行った。 

(ⅳ) (ⅱ) ，(ⅲ) の結果を表１にまとめた。 

表１ 実験結果 

 

実験Ⅱ 「水溶液を混合し，性質を調べる実験」 

(ⅰ) うすい水酸化バリウム水溶液を 20cm3 入れたビーカーを用

意し，緑色のＢＴＢ溶液を数滴加え，ビーカー内の水溶液を観察

した。 

(ⅱ) 図２のような実験装置を使って，ビーカー内の水溶液に電

流が流れるかを調べた。 

(ⅲ) 図３のように，(ⅱ) のビーカーにうすい硫酸を２cm3加え，ガ

ラス棒を使ってよくかき混ぜ，ビーカー内の水溶液を観察し

た。また，電流が流れるかを調べた。 

図２ 実験装置 

 

(ⅳ) (ⅲ) の操作を，加えたうすい硫酸が合計 20cm3になるまで繰

り返した。実験結果を表２にまとめた。 

(ⅴ) うすい硫酸を加える過程において，白い沈殿物が生じたの

で，(ⅳ) でうすい硫酸を 20cm3 加えたときのビーカーの中身を

ろ過した。 

図３ 水溶液を混ぜるようす 

 

表２ 実験結果 
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問１ 実験Ⅰの下線部について，こまごめピペットの正しい使い方を示したものを，次のア～エの中から１つ選

んで，その記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

問２ 次の文は，実験Ⅰの実験結果から考えられることをまとめたものの一部である。下の(1)，(2)に答えなさ

い。 

水溶液を乾燥させた後のようすから，Ａ，Ｄの水溶液はうすいア

ンモニア水，うすい塩酸のいずれかであると特定できた。残りのＢ，

Ｃの水溶液を特定するために，スライドガラスに残った白い物体を

顕微鏡で観察した。図４は，そのときのＢの水溶液を乾燥させて残

ったもののスケッチである。 

図４ Ｂの水溶液を乾燥させて 
残ったもののスケッチ 

 

(1) Ａ，Ｄの水溶液にとけていたものに共通する特徴は何か。表１の結果をふまえて，書きなさい。 

(2) Ａ～Ｄの水溶液の組み合わせとして最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書き

なさい。 

 Ａの水溶液 Ｂの水溶液 Ｃの水溶液 Ｄの水溶液 

ア うすい塩酸 塩化ナトリウム水溶液 砂糖水 うすいアンモニア水 

イ うすい塩酸 砂糖水 塩化ナトリウム水溶液 うすいアンモニア水 

ウ うすいアンモニア水 塩化ナトリウム水溶液 砂糖水 うすい塩酸 

エ うすいアンモニア水 砂糖水 塩化ナトリウム水溶液 うすい塩酸 

問３ 実験Ⅱの表２より，うすい硫酸を10cm3加えたときのビーカー内の水溶液の性質として最も適切なものを，

次のア～ウの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 酸性 イ 中性 ウ アルカリ性 
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問１  

問２ 

(1)  

(2)   

問３  

 

問１ エ 

問２ 

(1) 気体であること。 

(2) ア 

問３ ウ 

 

問２ 溶質がアンモニアであるうすいアンモニア水と，溶質が塩化水素であるうすい塩酸は，水溶液を蒸発させる

と，溶質も気体として出ていくので，後に何も残らない。よって，ＡとＤはうすいアンモニア水とうすい塩酸

のいずれかである。フェノールフタレイン溶液はアルカリ性の水溶液にだけ反応するので，Ｄはうすいアンモ

ニア水，Ａはうすい塩酸である。水溶液を蒸発させたとき，Ｂのような結晶ができるのは塩化ナトリウム水溶

液である。よって，Ｃは砂糖水である。 

問３ うすい硫酸を 10cm3加えたとき，ＢＴＢ溶液は青色を示しているので，アルカリ性である。 
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【過去問 33】 

電気分解によって発生する気体について調べるために，次の実験１，実験２を行った。あとの問いに答えなさい。 

（鳥取県 2023 年度） 

実験１ 

操作１ 図１のような装置に，少量の水酸化ナトリ

ウムを溶かした水を 100cm3入れた。 

操作２ 電源装置につなぎ，６Ｖの電圧を加えて電

流を流した。 

操作３ 気体が発生し，電極Ａ側または電極Ｂ側の

どちらか一方の気体が４の目盛りまでたまっ

たら電源を切る。 

操作４ 電極Ａ側，電極Ｂ側に発生した気体の性質

を調べた。 

図１ 

 

実験２ 

操作１ 図２のような装置に，2.5％塩酸100cm3を入

れた。 

操作２ 電源装置につなぎ，６Ｖの電圧を加えて電

流を流した。 

操作３ 気体が発生し，電極Ｃ側または電極Ｄ側の

どちらか一方の気体が４の目盛りまでたまっ

たら電源を切る。 

操作４ 電極Ｃ側，電極Ｄ側に発生した気体の性質

を調べた。 

図２ 

 

問１ 実験１では質量パーセント濃度が 2.5％の水酸化ナトリウム水溶液を用いた。この水酸化ナトリウム水溶

液を 300ｇつくるとき，必要となる水酸化ナトリウムは何ｇか，答えなさい。 

 

問１   ｇ 

 

問１ 7.5 ｇ 

 

問１ 質量パーセント濃度 

ある溶液の質量パーセント濃度は，次の式で求められる。 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100 

＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

水溶液の質量が 300ｇだから，必要となる水酸化ナトリウムは 300×
2.5

 100 
＝7.5ｇとなる。 
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【過去問 34】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2023 年度） 

問１ 次の問いに答えなさい。 

２ アンモニアについて説明した文として最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 水にとけやすい気体で，その水溶液が酸性を示す。 

イ 水にとけやすい気体で，その水溶液がアルカリ性を示す。 

ウ 水にとけにくい気体で，火をつけると空気中で音を出して燃える。 

エ 水にとけにくい気体で，物質を燃やすはたらきがある。 

４ 水蒸気をふくんだ空気が冷え，凝結が始まるときの温度を何というか，その名称を答えなさい。 

 

問１ 

２  

４  

 

問１ 

２ イ 

４ 露点 
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【過去問 35】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2023 年度） 

問１ ２種類の物質が結びつくときの物質の割合を調べる目的で，実験１を行った。これについて，下の１～４

に答えなさい。 
 

実験１ 
 

  

操作１ Ａ班～Ｅ班は，それぞれ異なる質量の銅の粉末をはかりとる。 

操作２ 図１のように，銅の粉末をステンレス皿全体にうすく広げてガスバーナー

で加熱し，よく冷やした後，質量をはかる。 

操作３ 質量の変化がなくなるまで，操作２を繰り返す。 

結 果 各班の結果は，表１のようになった。 

図１ 

 

表１ 

 
 

１ ガスバーナーの炎が全体的にオレンジ色で，図２のように不安定な炎だった。ガ

スの量を変えずに，青く安定した炎にするときの操作を説明した文として最も適当

なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 空気の量を減らすために，Ｙのねじを固定して，Ｘのねじを開く。 

イ 空気の量を減らすために，Ｘのねじを固定して，Ｙのねじを開く。 

ウ 空気の量を増やすために，Ｙのねじを固定して，Ｘのねじを開く。 

エ 空気の量を増やすために，Ｘのねじを固定して，Ｙのねじを開く。 

図２ 

 

 

問１ １  

 

問１ １ ウ 

 

問１ １ ガスバーナーの炎が全体的にオレンジ色であるとき，空気の量が足りておらず，炎が不安定となる。図２

のＸは空気調節ねじ，Ｙはガス調節ねじであり，空気の量を増やすときは，ガス調節ねじを固定して，空気調

節ねじを開けばよい。 
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【過去問 36】 

次の問いに答えなさい。 

（岡山県 2023 年度） 

問３ 次の表は，25℃の水を加熱しながら，５分ごとに温度を測定して記録したものです。①，②に答えなさい。 

表 

水を加熱した時間〔分〕 0 5 10 15 20 25 

水の温度〔℃〕 25 50 75 100 100 100 

① 表をもとに，水を加熱した時間と水の温度の関係を表したグラフをかきなさい。 

② 表の，水を加熱した時間が 20分のときに起きている現象と，関係が深い現象として最も適当なのは，ア

～エのうちではどれですか。一つ答えなさい。 

ア 氷水を入れたコップをしばらく置くと，コップの表面に水滴ができた。 

イ 温水が入ったコップに冷水を加えると，温水は上昇し，冷水は下降した。 

ウ 紙でできた鍋に水を入れて下から加熱すると，紙の鍋は燃えずに水が沸騰した。 

エ 熱い
み

味 汁を入れた汁
わん

椀にふたをして冷ますと，ふたが開かなくなった。 
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問３ 

① 

 

②  

 

問３ 

① 

 

② ウ 

 

問３ ② 表より，水を加熱した時間が 20分のときの水の温度は 100℃であり，一般に水の沸点は 100℃であること

から，沸騰していると考えられる。アは空気が冷やされることによって空気中に含みきれなくなった水蒸気が

水滴となって出てくる現象である。また，イは温水の方が密度が小さいため，冷水が下降する対流，エはあた

たかい空気が冷えることで体積が小さくなり，ふたを内側からおす圧力が大気圧よりも小さくなるためにふた

が開かなくなる現象である。 
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【過去問 37】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2023 年度） 

問３ 図のように，酸化銀を加熱すると，酸素が発

生し，銀が残った。(a)・(b)に答えなさい。 

(b) 図のような気体の集め方を水上置換法という

が，この方法で酸素を集められるのは，酸素に

どのような性質があるためか，書きなさい。 

図 

 

 

問３ (b)  

 

問３ (b) 水にとけにくい性質があるため。 

 

問３ (b) 気体の集め方 

水と置き換えて気体を集める集め方を水上置換法といい，水にとけにくい気体（例：水素，酸素など）

を集めるのに適する。 

水にとける気体のうち，密度が空気よりも大きい気体（例：二酸化炭素など）は下方置換法，密度が

空気よりも小さい気体（例：アンモニアなど）は上方置換法で集める。 
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【過去問 38】 

物質のすがたとその変化について実験を行った。問１～問５に答えなさい。 

（徳島県 2023年度） 

 実験１  

① ポリエチレンの袋に少量のエタノールを入れ，内部の空気

をぬいて袋の口を密閉した。 

② 袋に 90℃の熱湯をかけ，変化を見た 

 実験２  

① 枝つき試験管にエタノール 10cm3 と沸とう石を２，３個入

れ，図１のような装置を組んだ。 

② ガスバーナーで加熱し，１分ごとに温度をはかった。表は，

このときの記録をまとめたものである。 

③ 全体が沸とうし始めた時間を確認した。 

図１ 

 

④ ガラス管の先が，試験管にたまった液体につかっていないことを確認してから火を消した。 

表 

 

問１ 物質が固体，液体，気体とすがたを変えることを何というか，書きなさい。 

問２  実験１  ②の袋の体積とエタノールの分子のようすについて述べた文として，正しいものはどれか，ア

～エから１つ選びなさい。 

ア 袋の体積は変化せず，エタノールの分子は，すきまなく規則正しく並んでいる。 

イ 袋の体積は変化せず，エタノールの分子は，分子間の間隔が広く，自由に飛び回っている。 

ウ 袋の体積は大きくなり，エタノールの分子は，すきまなく規則正しく並んでいる。 

エ 袋の体積は大きくなり，エタノールの分子は，分子間の間隔が広く，自由に飛び回っている。 

問３  実験２  ④で，ガラス管の先が液体につかっていないことを確認してから火を消したのはなぜか，その

理由を書きなさい。 

問４  実験２  の結果から，エタノールの沸点は何℃と考えられるか，書きなさい。また，そう考えた理由を

書きなさい。 
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問５ 石油は，さまざまな有機物などの混合物であり，石油からガソリンや灯油，軽油，重油，液化石油ガスな

どがとり出される。石油蒸留塔は，沸点の違いを利用して蒸留する装置で，石油を用途に応じて分けたり，

環境に有害な成分をとり除いたりしており，図２は，石油蒸留塔を模式的に表したものである。次の文は，

石油蒸留塔について述べたものである。正しい文になるように，文中のⓐ・ⓑについて，ア・イのいずれか

をそれぞれ選びなさい。 

石油蒸留塔の高さは約 50ｍで，塔の中は，上にいくほど

温度が低くなるように設定されており，上段から順に，沸点

がⓐ［ア 高い  イ 低い］ものをとり出すことができ

る。液化石油ガスの主成分である液体のブタンを，試験管に

少量入れて，指や手であたためると沸とうするが，灯油には

そのような現象は見られない。このことから，液化石油ガス

は，図２のⓑ［ア Ａ  イ Ｂ］からとり出すことができ

る。 

図２ 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 

沸点   ℃ 

理由  

問５ ⓐ  ⓑ  
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問１ 状態変化 

問２ エ 

問３ 液体が枝つき試験管の方に逆流するのを防ぐため。 

問４ 

沸点 78.0 ℃ 

理由 加熱し続けても温度が一定であるため。 

問５ ⓐ イ ⓑ ア 

 

問２ 状態変化における体積と質量 

温度によって物質の状態が変化するとき，体積は変化するが質量は変化しない。 

液体が気体に状態変化するとき，質量は変わらないが，分子どうしの間隔は液体より気体のほうが大

きくなるので，液体より気体のほうが体積は大きい。 

問３ ガラス管の先が液体につかった状態で火を消すと，枝つき試験管の中の気圧が低くなり，試験管の液がガラ

ス管を通って枝つき試験管へ逆流してしまうおそれがある。 

問４ 表の８分以降は，温度が 78.0℃で一定になっており，この温度でエタノールが沸とうしたとわかる。 

問５ 温度が高い下段では，沸点が低いものは気体になるため，沸点が高いものだけがとり出される。温度が低い

上段に行くほど，沸点が低いものがとり出されるようになっていく。液化石油ガスの主成分であるブタンは，

手であたためただけで沸とうするほど沸点が低い。 
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【過去問 39】 

化学変化と水溶液の性質に関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2023年度） 

問２ 図３は，100ｇの水に溶ける物質の質量と温度との関係を表したグラフであり，表１は，図３の物質Ｐに

ついて，20℃，60℃における値を示したものである。 

［実験３］物質Ｐ～Ｓをそれぞれ同じ質量ずつとり，60℃の

水 25ｇが入った４個のビーカーに別々に加えて，60℃に保

ちながらよくかき混ぜた。このとき，１個のビーカーでは，

物質が全て溶けたが，３個のビーカーでは，物質の一部が溶

け残った。 

［実験４］60℃の水 25ｇを入れたビーカーに，物質Ｐを 15

ｇ加えて溶かした水溶液を，20℃まで冷やすと，溶けていた

物質Ｐが結晶として出てきた。 

図３ 

 

(1) 水のように，溶質を溶かす液体を  Ｚ  という。また，溶質が  Ｚ  に

溶けた液全体を溶液という。Ｚに当てはまる適当な言葉を書け。 

(2) 物質Ｐ～Ｓのうち，下線部で溶け残った物質の質量が最も大きいのはどれ

か。適当なものを１つ選び，Ｐ～Ｓの記号で書け。 

表１ 

温度 20℃ 60℃ 

物質Ｐ 32ｇ 109ｇ 

   

(3) 次のア～エのうち，60℃の水 100ｇに物質Ｐを 30ｇ溶かした水溶液を，０℃まで冷やしていくとき，物質

Ｐの結晶が出始める温度について述べたものとして，適当なものを１つ選び，その記号を書け。 

ア ５～10℃の間で物質Ｐの結晶が出始める。 イ 15～20℃の間で物質Ｐの結晶が出始める。 

ウ 40～45℃の間で物質Ｐの結晶が出始める。 エ ０℃まで物質Ｐの結晶は出てこない。 

(4) 実験４で，20℃になったときの，物質Ｐの水溶液の質量パーセント濃度は何％か。小数第１位を四捨五入

して，整数で書け。 

(5) 実験４で出てきた物質Ｐの結晶はおよそ何ｇか。次のア～エのうち，最も適当なものを１つ選び，その記

号を書け。 

ア ４ｇ イ ７ｇ ウ 11ｇ エ 28ｇ 

 

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)   ％ 

(5)  
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問２ 

(1) 溶媒 

(2) Ｓ 

(3) イ 

(4) 24 ％ 

(5) イ 

 

問２ (2) 60℃の水 100ｇに溶ける量が最も小さい物質が，最も多く溶け残ることになる。図３から，これに当ては

まるのはＳである。 

(3) 図３から，100ｇの水に溶けるＰの質量が 30ｇになるのは，15～20℃の間であることがわかる。 

(4) 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100＝

 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

結晶が出てきているので，このときの水溶液は飽和水溶液になっている。ある物質の飽和水溶液の濃度は

溶媒の質量によらず同じになるので，100ｇの水に溶けるＰの質量から求めればよい。 
32

（100＋32）
×100＝24.2…より，小数第１位を四捨五入して 24％となる。 

(5) 60℃の水 100ｇに溶けるＰの質量は 32ｇなので，60℃の水 25ｇに溶けるＰの質量を xとすると，100：32＝

25：x，x＝８ｇと求められる。よって，Ｐを 15ｇ溶かした 60℃の水溶液を 20℃まで冷やした場合は，15－

８＝７ｇの結晶が出てくる。 
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【過去問 40】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2023 年度 A） 

問３ 見た目では区別しにくい物質を区別する方法について，次の(1)・(2)の問いに答えなさい。 

(1) ３種類の白い物質Ａ，Ｂ，Ｃは，デンプン，白砂糖，食塩のいずれかである。これらの物質の性質を調べ

るために，次の実験Ⅲ・Ⅳを行った。実験の結果から，デンプン，白砂糖，食塩は，それぞれ物質Ａ～Ｃの

いずれだと考えられるか，Ａ～Ｃの記号で書きなさい。 

実験Ⅲ 同じ質量の物質Ａ～Ｃを，それぞれ同じ体積の水に入れたところ，ＡとＢは水に溶けて透明にな

ったが，Ｃは水に溶けずに白くにごった。 

実験Ⅳ 同じ質量の物質Ａ～Ｃを，それぞれ別の燃焼さじにとって加熱すると，Ａは変化が見られず，Ｂと

Ｃはこげて黒い炭のようなものができた。 

(2) 物質名のわからない単体の金属の塊Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，

Ｈがある。これらの金属を区別するために，それぞれの

質量と体積を測定した。右の図は，測定結果を示したも

のである。Ｄと同じ種類の金属からなると考えられる

塊はどれか，図中のＥ～Ｈから一つ選び，その記号を書

きなさい。 
 

 

問３ 

(1) 

デンプン   

白砂糖   

食塩   

(2)  

 

問３ 

(1) 

デンプン Ｃ 

白砂糖 Ｂ 

食塩 Ａ 

(2) Ｇ 

 

問３ (1) 実験Ⅲで物質Ｃが水に溶けずに白くにごったことから，物質Ｃはデンプンである。また，実験Ⅳで物質Ａ

を加熱しても変化が見られなかったことから，物質Ａは食塩である。残りの物質Ｂが砂糖である。 

(2) 図のような表し方をする場合，測定結果が原点を通る同じ直線上にある物体どうしは質量と体積の比が等

しいから，「質量÷体積」で求められる密度の値も等しい。図で，原点とＤを結ぶ直線はＧを通るので，Ｄ

とＧの密度は等しい。密度は物質ごとに決まった値をとるので，ＤとＧは同じ種類の金属からなると考えら

れる。 
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【過去問 41】 

金属の密度を調べるために質量と体積をはかる実験を行った。下の  内は，その実験の手順と結果である。

ただし，温度による金属の体積の変化はないものとする。 

（福岡県 2023年度） 

【手順】 

① 物質名がわからない単体の金属Ａ～Ｄを準備し，それぞれの質量をはかる。 

② 30.0mLの水が入っているメスシリンダーに，Ａを静かに入れて完全に水に沈める。 

③ 図１のように，水平な台の上にメスシリンダーを置き，目盛りを読み

取りＡの体積を求める。 

④ Ｂ～Ｄについても，②，③の操作を行い，体積をそれぞれ求める。 

⑤ 質量と体積から，金属の密度をそれぞれ求める。 

【結果】 

 

図１ 

 

問１ 手順④で，Ｂを入れた後のメスシリンダーの一部を模式的に表した図として，最も適切なものを，次の１

～４から１つ選び，番号を書け。 

１  ２  ３  ４  

問２ 【結果】の（  ）に入る，数値を書け。なお，数値は小数第２位を四捨五入し，小数第１位まで求める

こと。 

問３ 下の    内は，この実験について考察した内容の一部である。文中の〔 〕にあてはまる内容を，「種類」

という語句を用いて，簡潔に書け。 

結果から，Ａ～Ｄのうち，ＢとＤは同じ物質であると考えられる。これは，〔  〕が決まっているから

である。 
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問４ 下の    内は，図２のように，水銀に鉄を入れたときのよう

すについて説明した内容の一部である。また，表は，20℃におけ

る水銀と鉄の密度を示したものである。文中のアの（ ）内から，

適切な語句を選び，記号を書け。また，（イ）にあてはまる内容

を，「密度」という語句を用いて，簡潔に書け。 

図２ 

 

表 

20℃における水銀は，液体の状態である。水銀に鉄を入れる

と，鉄はア（Ｐ 浮く Ｑ 沈む）。これは，鉄は，（ イ ）

からである。 

 

物質 密度〔ｇ/cm3〕 

水銀 13.55 

鉄 7.87 
  

 

問１  

問２   

問３  

問４ 

ア   

イ  

 

問１ ４ 

問２ 8.8 

問３ 
例 

物質の種類によって密度 

問４ 

ア Ｐ 

イ 
例 

水銀よりも密度が小さい 

 

問１ 表から，Ｂの体積は 4.0cm３であることがわかる。30.0mL（30.0cm３）の水に 4.0cm３の物体を入れると，全体

の体積は 30.0＋4.0＝34.0cm３となる。 

問４ 密度 

密度【ｇ/cm３】＝
 質量【ｇ】

  体積【cm３】
 

Ｃの質量は 40.5ｇ，体積は 4.6cm３である。ここから密度を求めると，
40.5ｇ

4.6cm３
＝8.80…ｇ/cm３より，小数

第２位を四捨五入して 8.8ｇ/cm３となる。 

問３ 同じ物質であれば，密度は同じになる。ＢとⅮはともに密度が 2.7ｇ/cm３となっている。 
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問４ 液体の密度と固体の浮き沈み 

液体中に，その液体にとけない固体を入れると，密度のちがいによって固体の浮き沈みのようすは次の

ように変化する。 

・液体の密度＞固体の密度…固体は液体に浮く。 

・液体の密度＜固体の密度…固体は液体に沈む。 

20℃においては，液体である水銀より固体である鉄の方が密度が小さいため，水銀に鉄を入れると鉄が浮

く。 
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【過去問 42】 

次の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2023 年度 一般） 

問１ 理科室で水の沸騰を観察するため，ビーカーに水を入れ，

沸騰石を入れた後，ガスバーナーを用いて加熱した。図１は水

が沸騰しているときのようすである。次の(1)，(2)の問いに答

えなさい。 

 

図１ 

 

(1) この観察を行うときの注意点として誤っているものを，次のア～エの中から１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 加熱器具が安定するように設置して観察する。 

イ 観察結果をすぐに記録できるように，ガスバーナーの近くに記録用紙をおいて観察する。 

ウ 安全のためにイスは実験台の下にしまい，立って観察する。 

エ ガスバーナーの火を消すときは，空気調整ねじ，ガス調整ねじの順に閉める。 

(2) 図１の泡に最も多く含まれる物質の名称を書きなさい。 

 

問１ 

(1)  

(2)  

 

問１ 

(1) イ 

(2) 水 

 

問１ (2) 水を加熱して沸騰させると，気体になった水が泡として出ていく。 
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【過去問 43】 

次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2023年度） 

近年，問題となっている海洋プラスチックごみは，海中を浮遊して海岸に漂着したり，海底に沈んだりして，

海の生態系に影響を与えるといわれている。プラスチックが浮遊したり，沈んだりしているのは，物質によって

密度が異なるためである。そこで，身の回りでよく使われているプラスチックについて，密度の違いに着目して，

次の実験１と実験２を行った。表１と表２は，室温における４種類のプラスチック，水，20％食塩水の密度を示

したものである。ただし，実験に用いたプラスチックは，内部に空洞はなく，密度は均一であるとする。 

表１ 表２ 

物質 ポリプロピレン ポリスチレン 
ポリエチレン 

テレフタラート 
ポリ塩化ビニル  物質 水 20％食塩水 

密度 

〔ｇ/cm3〕 
0.90～0.92 1.05～1.07 1.38～1.40 1.20～1.60  

密度 

〔ｇ/cm3〕 
1.00 1.15 

【実験１】表１のいずれかの物質である４種類のプラスチックＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄを約１cm2の小片にして，水と20％

食塩水をそれぞれ入れたビーカーの中に図のように入れた。ピンセットを静かに離してプラスチックの小片

が浮くか，沈むかを観察し，その結果を表３にまとめた。 

図 表３ 

 

 
プラス 

チックＡ 

プラス 

チックＢ 

プラス 

チックＣ 

プラス 

チックＤ 

水 沈む 沈む 浮く 沈む 

20％食塩水 浮く 沈む 浮く 沈む 

     

問１ 実験１の結果から，プラスチックＡとして最も適当な物質は表１のどれか答えよ。 

問２ プラスチックについて説明した文として最も適当なものは，次のどれか。 

ア ポリエチレンは，主にペットボトルとして利用されている。 

イ ポリエチレンテレフタラートは，主にポリ袋として利用されている。 

ウ プラスチックは，種類によらず同じようによく燃え，同じようにすすを出す。 

エ プラスチックは，一般的に石油を原料としてつくられ，様々な用途に利用されている。 

問３ プラスチックや砂糖のように炭素を含み，燃焼させると二酸化炭素が発生する物質を何というか。 

【実験２】実験１において，プラスチックＢとプラスチックＤは同じ結果であったため，プラスチックＢの体積

と質量をはかり，計算して求めた密度によってプラスチックＢとプラスチックＤを区別することにした。実

験１で用いた小片とは別に，新たに体積をはかりやすい大きさにしたプラスチックＢを容量の半分の水を入

れたメスシリンダーを用いて体積をはかると8.0cm3であった。 

問４ 下線部について，プラスチックＢの体積のはかり方を説明せよ。 

問５ プラスチックＢの質量は 12ｇであった。プラスチックＢの密度は何ｇ/cm3 か。また，プラスチックＢと

して最も適当な物質は表１のどれか答えよ。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５ 

密度   ｇ/cm3 

物質   

 

問１ ポリスチレン 

問２ エ 

問３ 有機物 

問４ メスシリンダーにプラスチックＢを入れる前と入れた後の目盛りの差によってはかる。 

問５ 

密度 1.5 ｇ/cm3 

物質 ポリ塩化ビニル 

 

問１ プラスチックＡは水に沈み，20％食塩水に浮いたので，密度は 1.00～1.15ｇ/cm3の間である。表１でこの条

件にあてはまるのはポリスチレンである。 

問２ ア…主にペットボトルとして利用されているのはポリエチレンテレフタラートなので，誤り。イ…主にポリ

袋として利用されているのはポリエチレンやポリプロピレンなので，誤り。ウ…プラスチックの種類によっ

ては燃えにくいものや，燃えてもすすを出さないものもあるので，誤り。エ…プラスチックは一般的に石油

を原料としてつくられているので，正しい。 

問４ たとえば，メスシリンダーに 50.0cm3の水を入れておいて，プラスチックＢをその中に沈めたときに，水面

が 58.0cm3の位置にあると読みとれれば，プラスチックＢの体積が 8.0cm3であるとわかる。 

問５ 密度 

密度【ｇ/cm3】＝
 質量【ｇ】

  体積【cm３】
 

プラスチックＢの体積が 8.0cm3，質量が 12ｇなので，密度は
12ｇ

 8.0cm3 
＝1.5ｇ/cm3となる。表１でこれにあ

てはまるのは，ポリ塩化ビニルである。 
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【過去問 44】 

次の問いに答えなさい。 

（大分県 2023 年度） 

問３ 花子さんは，「どれくらいの食塩水の濃さで，生卵が浮くだろうか」という疑問を持ち，次の実験を行っ

た。①～③の問いに答えなさい。 

 ビーカーを用意し，20℃の水を 200ｇ入れ，生卵を入れたところ，[図７]の

ように，生卵はビーカーの底に沈んだ。 

  のビーカーに食塩を２ｇ入れ，ガラス棒でよくかき混ぜたところ，食塩

はすべて溶け，生卵はビーカーの底に沈んだままだった。 

  の操作を，生卵がビーカーの食塩水に浮かぶまで繰り返した。その結果，

溶けた食塩が 28ｇになったとき，生卵がビーカーの食塩水に浮かんだ。 

[図７] 

 
 

②  で，食塩が 28ｇ溶けたとき，ビーカーの食塩水の質量パーセント濃度は何％か，四捨五入して小数第

一位まで求めなさい。 

③  の実験が終わった後，花子さんは先生と次の会話をした。（ ｇ ）に当てはまる語句として最も適当

なものを，ア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

花子：今回の実験で，沈んでいた生卵が浮かんだ理由は，食塩水の密度が，食塩水中の生卵の（ ｇ ）

なったためですね。 

先生：そのとおりです。 

ア 質量より大きく イ 質量より小さく ウ 密度より大きく エ 密度より小さく 

 

問３ 

②   ％ 

③   

 

問３ 

② 12.3 ％ 

③  ウ 

 

問３ 

② 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100＝

 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

溶媒である水は 200ｇ，溶質である食塩が 28ｇなので，
28

（200＋28）
×100＝12.28…より，12.3％ 

③ 水と生卵では，生卵の方が密度が大きいため，水に生卵を入れると沈んだ。水に食塩を溶かしていくと食

塩水の密度が大きくなっていき，食塩水の密度が生卵の密度より大きくなると，生卵が浮かぶ。 
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【過去問 45】 

たま

珠
み

美さんは，学校の調理実習で，塩分は料理の全体量の 0.8～0.9％が適量とされていることを知り，塩化ナト

リウムのとけ方について調べるために実験を行った。下の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2023年度） 

〔実験〕 

① 水 100ｇが入ったビーカーを用意した。 

② ①の水に塩化ナトリウムを入れ，完全にとかした。 

③ できた水溶液の質量パーセント濃度を塩分濃度計で測定した。 

問２ 実験の結果，塩化ナトリウム水溶液の質量パーセント濃度は 4.0％であった。このとき水溶液には塩化ナ

トリウムが何ｇとけているか，求めなさい。ただし，答えは，小数第２位を四捨五入して求めなさい。 

問３ 珠美さんは，実験でできた塩化ナトリウム水溶液を加熱したときの質量パーセント濃度の変化について

も調べ，次のようにまとめた。 ａ  ， ｂ  に入る適切な言葉の組み合わせを，下のア～エから１つ選

び，記号で答えなさい。 

〔まとめ〕 

塩化ナトリウム水溶液を加熱していくと，しだいに  ａ  の量が減少するため，塩化ナトリウム水

溶液の質量パーセント濃度は  ｂ  。 

ア ａ：溶媒  ｂ：高くなる イ ａ：溶媒  ｂ：低くなる 

ウ ａ：溶質  ｂ：高くなる エ ａ：溶質  ｂ：低くなる 

問４ 珠美さんは，60℃の水に，とけ残りがないように塩化ナ

トリウムをできるだけとかして飽和水溶液をつくった。こ

の水溶液をしばらくそのままにして温度を下げることで，

結晶として塩化ナトリウムをとり出そうとしたが，ほとん

どとり出すことができなかった。珠美さんは，その理由につ

いて，図をもとに次のようにまとめた。 ａ  にＡまたは

Ｂのいずれか１つを入れなさい。また， ｂ  に入る適切

な内容を，「温度」という言葉を使って，簡潔に書きなさい。

ただし，塩化ナトリウムの溶解度曲線は，図のグラフＡ，Ｂ

のいずれかで示されている。 

図 

 

 

〔まとめ〕 

図において，塩化ナトリウムの溶解度曲線はグラフ  ａ  で示されている。このグラフから，塩化

ナトリウムは         ｂ         ので，温度を下げても結晶をほとんどとり出すこ

とはできない。 
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問２   ｇ 

問３   

問４ 

ａ   

ｂ  

 

問２ 4.2 ｇ 

問３ ア 

問４ 

ａ Ｂ 

ｂ 
例 

温度による溶解度の変化がほとんどない 

 

問２ 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100 

＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

質量パーセント濃度が 4.0％，溶媒（水）の質量は 100ｇだから，溶質（塩化ナトリウム）の質量を xと

すると，4.0％＝
x

（100＋x）
×100，x＝4.16…ｇより，小数第２位を四捨五入して，4.2ｇとなる。 

問３ 加熱によって溶媒である水の質量を減少させたとき，溶質である塩化ナトリウムの質量は変わらないの

で，質量パーセント濃度は高くなる。 

問４ 図のグラフＢのような物質は，温度が大きく変化しても溶解度がほとんど変わらないため，水溶液の温度

変化によって大量の結晶をとり出すことはできない。 
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【過去問 46】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2023年度） 

４ 売店に，「廃棄プラスチック削減に取り組んでいます。」という張り紙があった。みずきさんは，人間の生

活を豊かで便利にしている科学技術の利用と自然環境の保全について関心をもち，家でプラスチックについ

て調べた。プラスチックについて述べたものとして，誤っているものはどれか。 

ア 水にしずむものもある。 

イ 有機物である。 

ウ 人工的に合成されたものはない。 

エ 薬品による変化が少ない。 

 

４   

 

４ ウ 
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【過去問 47】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2023 年度） 

問２ 図１は，鹿児島県の郷土菓子のふくれ菓子である。その材料は，小麦粉，

黒糖，重そうなどである。重そうは炭酸水素ナトリウムの別名であり，ホ

ットケーキの材料として知られるベーキングパウダーにも炭酸水素ナト

リウムがふくまれている。ベーキングパウダーにふくまれている炭酸水素

ナトリウムの質量を調べるため，次の実験１，２を行った。 

図１ 

 

実験１ ある濃度のうすい塩酸 40.00ｇが入ったビーカーを５個用意し，それぞれ異なる質量の炭酸水素ナト

リウムを図２のように加えた。ガラス棒でかき混ぜて十分に反応させ，二酸化炭素を発生させた。その

後，ビーカー内の質量を記録した。表はその結果である。なお，発生した二酸化炭素のうち，水にとけ

ている質量については無視できるものとする。 

図２ 表 

 

反応前のビーカー内

の質量〔ｇ〕 
40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 

加えた炭酸水素ナト

リウムの質量〔ｇ〕 
2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 

反応後のビーカー内

の質量〔ｇ〕 
40.96 41.92 43.40 45.40 47.40 

  

１ 二酸化炭素について，次の文中の     にあてはまる内容を「密度」ということばを使って書け。 

二酸化炭素は，水に少ししかとけないので，水上置換法で集めることができる。また， 

               ので，下方置換法でも集めることができる。 

 

問２ １  

 

問２ １ 空気より密度が大きい 
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【過去問 48】 

レイさんは理科クラブの先生から５種類の白い粉末Ａ～Ｅを渡され，実験を通して粉末を区別するよう課題が出

された。次の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2023年度） 

〈試料〉粉末Ａ～Ｅ［食塩，砂糖，重曹（炭酸水素ナトリウム），石灰石（炭酸カルシウム），かたくり粉（デ

ンプン）のいずれかをすりつぶしたものである。］ 

〈実験１〉①と②の実験を行う。 

① 粉末Ａ～Ｅ１ｇを燃焼さじにそれぞれとり，ガスバーナーで加熱する（図１）。 

② 粉末Ａ～Ｅ５ｇをビーカーにそれぞれ入れ，20℃の水 25ｇを加えてガラス棒でかき混ぜた後，水溶

液が電気を通すか調べる（図２）。粉末の溶け残りがあった場合はろ過した後の水溶液を使って実験を

行う。 

図１  図２  

〈結果〉 

 

〈考察〉 

〈結果〉の①から，粉末ＡとＣは（ あ ）という元素が含まれていると考えられ，有機物である砂糖

またはかたくり粉のどちらかであることがわかった。また，燃えたときのにおいと〈結果〉の②で粉末Ａ

とＣを確定できた。 

 〈結果〉の②から，粉末Ｂ，Ｄは水溶液中に（ い ）が存在する電解質とわかったが，それ以上はわ

からなかった。粉末Ｂ，Ｄ，Ｅを区別するために，他の実験も行う必要がある。 



2.物質のすがた（気体・水溶液・状態変化ほか）2023 年度 

75 

問１ 〈実験１〉の①の下線部『ガスバーナーで加熱する』を行う際，次のア～オの操作を並べかえて正しい手

順にしたとき，４番目に行う操作として最も適当なものをア～オの中から１つ選び記号で答えなさい。 

ア 元栓を開けた後にコックを開く 

イ 空気調節ねじをゆるめて炎の色を調節する 

ウ 空気調節ねじ，ガス調節ねじがしまっているか確認する 

エ ガス調節ねじをゆるめて火をつける 

オ ガス調節ねじを回して炎の大きさを調節する 
 

問２ 〈考察〉の文中にある（ あ ）に当てはまる最も適当な語句をそれぞれ答えなさい。 

〈実験１〉で区別することができなかった粉末Ｂ，Ｄ，Ｅを区別するため，残る３種類の物質の性質を調べた

上で，次のような追加の実験を行った。 

〈試料〉粉末Ｂ，Ｄ，Ｅ［食塩，重曹（炭酸水素ナトリウム），石灰石（炭酸カルシウム）のいずれかをす

りつぶしたものである。］ 

〈実験２〉③と④の実験を行う。 

③ 粉末Ｂ，Ｄ，Ｅ２ｇを試験管にそれぞれ入れ，うすい塩酸 10mLを加える。 

④ 粉末Ｂ，Ｄ，Ｅ５ｇをビーカーにそれぞれ入れ，20℃の水 25ｇを加えてガラス棒でかき混ぜて溶か

した後，水溶液にリトマス紙を浸して色の変化を調べる。粉末の溶け残りがあった場合はろ過した後

の水溶液を使って実験をする。 

〈結果〉 

 

問３ 〈実験２〉の〈結果〉について，③の粉末ＢとＥで発生した気体は石灰水に通すと，どちらも白く濁る。

発生した気体として最も適当なものを次のア～オの中から１つ選び記号で答えなさい。 

ア 水素 イ 酸素 ウ 窒素 エ 二酸化炭素 オ アンモニア 

問４ 〈実験２〉を行ったので，粉末をすべて区別することができた。粉末Ａ～Ｅの物質名の組み合わせとして

最も適当なものを次のア～カの中から１つ選び記号で答えなさい。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

ア 砂糖 重曹 かたくり粉 石灰石 食塩 

イ 砂糖 食塩 かたくり粉 石灰石 重曹 

ウ 砂糖 重曹 かたくり粉 食塩 石灰石 

エ かたくり粉 石灰石 砂糖 食塩 重曹 

オ かたくり粉 重曹 砂糖 食塩 石灰石 

カ かたくり粉 石灰石 砂糖 重曹 食塩 
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問５ 下の文は，〈実験２〉を行わなくても〈実験１〉の結果だけで粉末を区別することができる方法を説明し

たものである。（   ）に共通して当てはまる最も適当な語句を答えなさい。 

物質が一定量の水に溶ける量には限度があり，物質がそれ以上溶けることのできなくなった状態を

（   ）しているという。ある物質を水 100ｇに溶かして（   ）水溶液にしたとき，溶けた物質の質

量〔ｇ〕の値を溶解度という。 

溶解度は物質の種類と温度によって決まっているので，それぞれの粉末について，水の温度が 20℃のと

きの溶解度を調べ，〈結果〉の②と比べると粉末Ｂ，Ｄ，Ｅを区別することができる。 

 

問１  

問２ あ   

問３  

問４  

問５  

 

問１ オ 

問２ あ 炭素 

問３ エ 

問４ ウ 

問５ 飽和 

 

問１ ガスバーナーで加熱するときの操作を並びかえると，ウ→ア→エ→オ→イとなる。 

問４ 粉末ＡとＣは有機物であり，粉末Ａは水にすべて溶けたが，粉末Ｃはほとんど溶け残ったことから，粉末Ａ

は砂糖，粉末Ｃはかたくり粉であることがわかる。また，実験２より，粉末ＢとＥはうすい塩酸と反応して二

酸化炭素を生じるため，重曹または石灰石のいずれかであり，粉末Ｂの水溶液は赤色リトマス紙を青色に変え

たことからアルカリ性の水溶液であるから，重曹であることがわかる。よって，粉末Ｅは石灰石である。 

 

 


